
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
論
の
成
立

松

原

広

士3〔ン、

ゲルツanソの「ロシア祉会主義」論の成立（松原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏

　
晒
要
約
】
　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
ソ
連
邦
の
研
究
に
お
い
て
は
「
革
命
的
民
主
主
義
者
砿
と
強
調
さ
れ
、
　
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
論
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る

彼
の
空
想
的
際
会
主
義
者
と
し
て
の
性
格
は
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
空
想
約
社
会
主
義
者
と
し
て
の
側
面
に
照
明
を
あ
て
、

「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
の
成
立
を
兇
る
と
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
契
機
が
見
計
さ
れ
る
。
　
つ
は
、
彼
が
ロ
シ
ア
麟
内
で
自
ら
参
加
し
。
た
ス
ラ
ブ
派
と
西
欧

派
の
論
争
、
他
の
一
つ
は
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
で
浸
熱
し
た
二
月
華
命
の
敗
北
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
契
機
を
彼
の
著
作
に
よ
っ
て
吟
味
し
、
西
欧
の
空

想
的
社
会
主
義
思
想
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
西
欧
主
義
者
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
が
ス
ラ
ブ
主
義
者
と
の
論
争
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
、
一
八
四
七
年
に
亡
命
し

た
彼
が
礪
欧
で
何
を
見
た
か
、
と
り
わ
け
二
月
革
命
の
衝
撃
が
ど
の
よ
う
に
彼
の
思
想
を
規
定
し
た
か
、
を
述
べ
る
の
が
本
稿
の
羅
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
〇
巻
匹
号
　
【
九
六
七
年
七
月

序

　
A
・
H
・
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
（
一
八
一
二
一
七
〇
）
に
関
す
る
研
究
は
、

今
世
紀
に
な
っ
て
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
が
、
二
つ
の
類
型
に
分
け

　
　
①

ら
れ
る
。
第
一
は
ソ
連
邦
を
中
心
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
立
場
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
レ
ー
ニ
ン
の
規
定
に
従
っ
て
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
を

チ
ェ
ル
ヌ
ィ
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
た
ち
と
と
も
に
、
農
民
民
主
主
義
の
代

弁
者
、
人
民
革
命
に
よ
る
専
制
政
治
お
よ
び
黒
奴
制
の
打
倒
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
戦
っ
た
「
革
命
的
驚
主
主
義
者
」
と
と
ら
え
る
。
第
二
の
類
型
に

は
い
わ
ゆ
る
西
側
諸
圏
の
研
究
が
属
し
、
西
欧
思
想
が
ロ
シ
ア
に
及

ぼ
し
た
影
響
と
そ
れ
へ
の
対
癒
の
一
典
型
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
社
会

主
義
の
父
と
し
て
の
ゲ
ル
ツ
エ
ン
を
、
ま
た
、
自
由
や
個
人
の
人
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
尊
厳
性
を
熱
烈
に
擁
護
し
た
彼
の
近
代
的
側
面
を
高
く
評
価
す
る
。

　
ソ
連
と
欧
米
の
異
な
る
立
場
か
ら
の
研
究
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、

ω
革
命
的
民
主
主
義
者
か
自
由
主
義
者
か
、
②
生
涯
革
命
家
の
立
場

を
堅
持
し
た
か
改
良
主
義
者
に
な
っ
た
か
、
㈲
唯
物
論
者
か
…
観
念
論
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者
か
、
な
ど
の
点
で
鋭
く
対
立
す
る
。
ω
に
つ
い
て
は
ソ
連
で
も
、

民
主
主
義
と
自
由
主
義
と
の
あ
い
だ
で
動
揺
を
示
し
た
が
、
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

留
保
つ
き
で
、
彼
を
革
命
的
民
主
主
義
者
と
認
め
る
。
他
方
、
祇
会

の
徹
底
し
た
改
造
を
要
求
し
（
そ
の
方
法
は
あ
い
ま
い
で
、
無
字
幕
主
義

に
近
い
が
）
、
ロ
シ
ア
の
人
鋤
の
大
部
分
を
占
め
る
農
民
階
級
の
福
祉

を
目
的
と
す
る
彼
は
、
た
ん
な
る
良
由
主
義
者
と
い
う
に
は
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
も
「
革
命
的
』
で
あ
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
バ
ク
ー

ニ
ン
の
よ
う
に
、
身
を
も
っ
て
バ
リ
ケ
ー
ド
戦
の
中
へ
と
び
込
ん
で

い
く
、
と
い
う
意
味
で
の
革
命
家
で
は
な
い
。
ラ
ム
ペ
ル
ト
が
い
う

よ
う
に
、
　
「
革
命
家
」
と
い
う
言
葉
が
非
常
に
広
く
解
釈
さ
れ
ね
ば

　
　
　
⑥

な
ら
な
い
。
㈹
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
研
究

を
ど
う
評
億
す
る
か
、
が
鍵
と
な
る
。
ソ
連
で
は
、
ゲ
ル
ッ
ェ
ン
の
ヘ

ー
ゲ
ル
研
究
を
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
に
近
づ
け
、
彼
を
確
固
た
る
無
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

論
者
、
唯
物
論
者
と
し
て
描
く
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
例
え

ば
マ
リ
ア
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
無
神
論
者
、
合
理
主
義
渚
で
は
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
観
念
論
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
八
四
八
年
以
後
の
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ヘ
ー
ゲ
ル
を
全
く
忘
れ
去
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
唯
物
論
哲
学
は
、
社
会
や
歴
史
に
は
そ

の
ま
ま
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
が
本
稿
で
そ
の
成
立
を
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る

「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
扁
へ
の
評
価
は
ど
う
か
。
ソ
連
に
お
い
て
は
、

「
μ
シ
ア
社
会
主
義
」
に
み
ら
れ
る
空
想
的
社
会
主
義
酌
な
性
格
は
、

革
命
的
民
主
主
義
者
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
世
界
観
の
弱
い
面
で
あ
る
、
と

み
な
さ
れ
、
あ
く
ま
で
「
科
学
的
社
会
主
義
」
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ

る
べ
き
思
想
、
す
で
に
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
お
え
た
思
想
で
し
か

　
⑩

な
い
。
た
し
か
に
「
ロ
シ
ア
栓
会
主
義
」
軸
ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
主
義
は
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
を
認
識
で
き
ず
、
革
命
運
動
の

理
論
に
お
い
て
も
実
践
に
お
い
て
も
マ
ル
ク
ス
主
義
に
羅
服
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
の
時
期
、
背
景
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
近
代
ロ
シ
ア
が
解
決
を
迫
ら
れ
た
問
題
は
、
ピ
ョ
1
ト
ル
大
帝
の

改
革
を
め
ぐ
っ
て
展
冠
し
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
強
力
な
西
欧
化
政

策
を
め
ぐ
り
一
八
四
〇
年
代
、
西
欧
派
と
ス
ラ
ブ
派
の
論
争
が
起
こ

っ
た
。
　
「
ニ
シ
ア
社
会
主
義
し
は
、
こ
の
論
争
を
一
つ
の
契
機
と
し

て
、
南
武
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も
た
ず
西
欧
社
会
の
模
倣
に
お
わ
り
が

ち
な
酒
欧
主
義
と
、
西
欧
社
会
の
ゆ
が
み
を
批
判
し
伝
統
的
な
農
村

共
同
体
へ
逆
戻
り
し
ょ
う
と
す
る
ス
ラ
ブ
主
義
（
ど
ち
ら
も
現
実
に
根

を
お
ろ
す
こ
と
が
で
き
な
い
）
と
を
の
り
越
え
て
、
積
極
的
に
、
自
由

な
人
格
の
社
会
共
同
体
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
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ゲルツェソの「ロシア社会E｝1．aSj論の成立（松原）

い
え
よ
う
。

　
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
の
成
立
に
は
、
い
ま
一
つ
の
契
機
i
一
八

四
八
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
が
あ
る
。
広
く
ヨ
ー
窩
ヅ
パ
の
思

想
史
の
上
で
一
八
四
八
年
は
、
マ
ル
ク
ス
の
『
共
産
党
宣
言
』
と
ミ

ル
の
『
経
済
学
原
理
』
と
の
発
表
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
代
の

重
要
な
転
換
点
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
マ
ル
ク
ス
が
期

待
を
か
け
、
そ
の
挫
折
後
あ
ら
た
め
て
、
資
本
主
義
祉
会
の
再
検
討

を
決
意
し
た
一
八
四
八
年
の
争
乱
に
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
か
。
彼
に
と
り
一
八
四
八
年
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ

か
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
ロ
シ
ア
的
な
背
景
が
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ

る
か
。

　
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
は
一
方
で
は
西
欧
の
思
想
と
経
験
と
に
よ
，

り
、
西
欧
の
歴
史
の
展
開
に
即
応
す
る
と
七
時
に
、
他
方
で
は
ロ
シ

ア
の
伝
統
に
密
着
し
て
ロ
シ
ア
の
未
来
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
が
「
ヨ
：
ロ
ヅ
．
ハ
の
憲
兵
」
の
地

位
を
確
認
し
た
年
の
事
件
を
契
機
に
し
て
成
立
し
、
し
か
も
、
ロ
シ

ア
が
西
欧
先
進
諸
国
よ
り
先
に
歓
会
主
義
を
実
現
で
き
る
と
説
く
、

ロ
シ
ア
で
最
初
の
本
格
的
な
空
想
的
三
会
主
義
の
思
想
で
あ
り
、
マ

ル
ク
ス
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
た
は
ず
の
空
想
的
社
会
主
義
が
、
ロ
シ

ア
に
定
着
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
マ
ル
ク
ス
と
比
較
し
て
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
い
と

も
た
や
す
い
。
理
論
、
実
践
両
面
で
、
ゲ
ル
ツ
エ
ソ
は
マ
ル
ク
ス
に

及
ば
な
い
。
彼
ら
は
同
時
代
人
で
あ
り
、
同
時
期
に
ロ
ン
ド
ン
で
亡

命
生
活
を
送
り
な
が
ら
意
識
的
に
反
発
し
合
い
、
個
人
的
、
思
想
的

交
流
を
さ
け
合
っ
た
。
し
か
し
、
空
想
的
社
会
主
義
者
と
科
学
的
社

会
主
義
者
、
ナ
・
ー
ド
ニ
キ
と
マ
ル
ク
ス
、
ナ
質
1
ド
ニ
キ
主
義
と

マ
ル
ク
ス
主
義
の
争
い
、
な
ど
に
お
い
て
、
二
人
の
関
係
は
、
当
人

同
志
が
意
識
し
て
い
た
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
と
い
え
る
。
私
は
、

ロ
シ
ア
の
空
想
約
社
会
主
義
者
と
し
て
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
を
取
り
上
げ
、

マ
ル
ク
ス
と
ミ
ル
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
思
想
の
流
れ
と
は
や
や
異

な
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
思
想
を
眺
め
て
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
人
間
解
放

の
歴
史
の
研
究
の
手
掛
り
と
し
た
い
。

　
次
に
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
思
想
の
時
期
区
分
を
行
な
っ
て
、
そ
の
特

徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
彼
の
思
想
は
、
人
闇
尊
重
と
、
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

大
革
命
の
結
果
に
た
い
す
る
不
満
と
を
根
本
に
し
、
ロ
シ
ア
の
専
制

政
治
と
農
奴
湖
の
打
倒
を
生
涯
の
課
題
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
だ
が
、

大
き
く
王
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
期
（
一
八
四
八
年
ま
で
）
つ
人
間
の
解
放
、
人
闘
性
の
願
調
な
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発
展
を
め
ざ
し
、
か
な
り
抽
象
約
な
言
葉
を
あ
や
つ
る
。
サ
ソ
・
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

モ
ン
主
義
の
倫
理
的
、
道
徳
的
側
面
を
摂
取
。
そ
の
他
、
ル
イ
・
プ

ラ
ン
、
ヴ
ァ
イ
ト
リ
ン
ク
、
コ
ン
シ
デ
ラ
ン
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
な
ど
、

主
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
者
の
思
想
を
知
る
。
ま
た
、
へ
…
ゲ
ル
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

学
を
研
究
し
て
、
　
「
革
命
の
代
数
学
」
と
解
釈
。
ス
ラ
ブ
派
と
論
争
。

頭
欧
派
内
部
で
慮
由
主
義
的
立
憲
派
と
分
か
れ
、
社
会
主
義
派
あ
る

い
は
華
命
派
の
立
場
に
立
つ
。

　
第
二
期
（
一
八
四
八
－
五
〇
年
代
末
）
。
　
一
八
四
七
年
亡
命
し
た
が
、

薦
欧
に
幻
滅
。
祖
国
の
未
来
を
信
じ
、
祖
国
に
精
神
的
に
復
帰
。
ロ

シ
ア
の
農
村
共
同
体
と
農
民
を
理
想
化
し
、
反
封
建
制
、
反
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

義
の
立
場
か
ら
、
空
想
的
で
は
あ
る
が
、
社
会
主
義
酌
要
求
を
提
起
。

第
一
期
よ
り
具
体
的
に
、
共
同
体
内
で
の
禽
由
の
問
題
を
追
求
。

　
解
が
三
期
（
一
八
五
九
－
六
一
年
の
β
シ
ア
に
お
け
る
革
・
命
的
情
勢
以
後
）
。

「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
へ
の
絶
対
的
な
．
儒
頼
が
う
す
れ
る
。
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
ロ
コ
ル

に
お
け
る
変
革
の
担
い
手
を
農
民
に
求
め
、
新
聞
「
鐘
」
に
よ
り
革

命
の
宣
伝
活
動
を
展
開
。

　
本
稿
に
お
い
て
私
が
扱
う
の
は
、
第
一
期
の
末
か
ら
第
二
期
の
初

め
に
か
け
て
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
思
想
の
遍
歴
で
あ
る
。

　
①
彼
の
著
作
は
、
ロ
シ
ア
で
は
一
九
〇
五
年
ま
で
発
禁
欝
概
を
う
け
て
お
夢
、
隅

　
年
、
七
巻
の
著
作
・
需
簡
集
が
は
じ
め
て
出
さ
れ
た
。
現
在
利
矯
で
き
る
の
は
、
決

　
定
版
と
い
え
る
蕪
十
巻
薯
作
集
で
あ
る
。
b
．
鵠
「
弓
Φ
や
娼
①
掃
Q
O
α
も
黛
寓
Φ
O
O
圃
良
、

　
踏
Φ
霞
轟
ヒ
⇔
ら
。
O
毒
撹
日
O
ツ
襲
鮒
日
臼
マ
プ
も
。
O
甲
お
置
ム
㊤
①
伊
な
お
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
研
究

　
史
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
を
参
照
。
譲
閥
麟
．
辱
麟
員
畿
Φ
諺
O
O
八
日
・
国
■
彊
甥
鷺
馬
脚
、

　
男
。
ゆ
曽
、
該
．
溶
自
Φ
営
｛
髭
♂
樋
》
．
》
げ
弓
書
淵
窪
8
客
資
嶺
ρ
鷲
鴎
狩
あ
①
鋳
外
損
継

　
勇
「
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
研
究
覚
漱
口
」
（
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
餓
藁
一
巻
第
二
号
）
。

②
「
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
追
想
」
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
隔
（
大
月
書
店
）
十
八
巻
十
閥
ペ
ー

　
ジ
。
ソ
連
に
お
廿
る
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
研
究
の
ほ
と
ん
ど
全
部
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
規
定

　
の
枠
の
中
に
あ
り
、
画
一
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

③
》
■
国
。
属
少
と
窪
嘗
身
。
H
＜
ρ
き
三
酔
象
鵠
負
N
g
贈
魯
霧
鮫
琶
。
ω
ω
霞

　
一
、
三
ω
8
畔
①
儒
。
ご
　
℃
9
蕊
働
ぐ
う
　
唱
7
諜
。
ω
o
娼
窯
ρ
β
o
①
肖
　
国
富
既
P
　
ド
霧
O
脚
鴻
◆

　
鵠
窺
ρ
　
℃
δ
昌
8
湊
。
貼
財
q
ω
。
・
一
9
冨
　
ω
o
o
猷
一
舅
プ
。
目
臓
7
漕
お
㎝
ご
園
・
切
⑦
江
ヨ
嚇

　
調
⑦
嵩
。
諺
拶
影
匹
ゆ
ρ
渥
偉
鉦
5
0
轟
H
溺
良
ぼ
畠
自
巴
巨
き
①
詳
累
…
一
一
H
O
O
雛
煎
轟
煽
算
《
ρ
β
α

　
O
げ
2
嶺
¢
雪
男
麟
ω
。
陰
営
轟
巴
μ
畠
ω
o
く
δ
叶
8
ぱ
。
二
σ
q
耳
、
お
締
…
彰
U
星
影
勺
霞
汁
剛

　
ω
け
略
押
冨
酸
一
旨
　
舜
O
賦
①
｝
｝
一
9
ご
P
Φ
切
“
一
　
ソ
同
「
寓
9
｝
一
ρ
　
》
一
〇
呂
巴
尉
山
①
巴
鵠
O
楓
N
O
昌
巴
同
傷

　
酵
げ
。
切
即
け
げ
。
幽
菊
島
の
置
昌
o
o
o
o
一
巴
置
ヨ
一
〇
。
H
悼
山
。
。
綬
冒
回
⑩
曾
．
わ
が
国
に
お
け
る

　
最
も
浩
瀬
　
な
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
研
究
、
勝
田
齋
は
太
郎
「
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
ナ
ロ
…
ド
ニ
チ

　
ェ
ス
ト
ヴ
オ
“
　
（
萄
近
代
ロ
シ
ヤ
政
治
匿
心
隔
心
中
　
』
　
一
九
六
一
年
、
　
第
八
章
、
　
二
七

　
九
；
四
六
七
ペ
ー
ジ
）
　
4
b
こ
の
系
統
に
入
る
。
且
堰
近
の
研
究
に
は
、
　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン

　
と
キ
ル
ケ
ゴ
…
ル
と
の
沈
玉
露
が
あ
る
。
　
国
・
竃
．
U
拶
〈
醗
O
詳
頴
貧
N
窪
窪
α

　
譲
δ
ユ
お
σ
登
騨
箕
9
即
U
9
導
℃
o
H
ρ
出
。
護
。
頃
。
吋
麟
一
〇
ユ
肖
Φ
σ
q
p
ρ
同
α
四
鵠
・
辱
切
冨
、

　
o
犀
プ
騨
影
’
9
ぴ
o
O
o
B
℃
鷺
雷
。
渇
o
h
類
。
轟
o
p
≦
騨
一
回
図
一
〇
碁
。
σ
q
鋤
p
a
嘲
男
。
℃
ぞ
…

　
一
舞
。
り
一
9
ぐ
δ
切
①
ぐ
δ
芝
　
ぐ
O
洲
×
〉
【
＜
　
目
9
N
一
Φ
⑦
伊
①
辱

　
　
　
　
　
　
　
　
魑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

④
『
レ
；
ニ
ソ
金
集
』
十
八
巻
十
六
ぺ
…
ジ
。
例
え
ば
、
ソ
連
で
の
代
表
的
な
ゲ
ル

　
ツ
ェ
ン
の
伝
説
を
参
照
。
類
■
O
藩
炉
O
q
Φ
も
押
帽
Φ
唱
鎖
⑦
筒
蓉
湿
q
。
蹟
け
瀧
窃
◎
も
鵡
Φ
O
囑
ヒ
ご
O
℃

　
お
㎝
の
「
O
扇
や
轟
。
。
ρ

⑥
自
由
主
義
を
政
治
的
、
説
教
的
権
威
へ
の
反
抗
と
い
う
元
来
の
意
味
に
と
れ
ば
、
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ゲルツェンの「ロシア社会主義」論の成立（松原）

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
自
由
主
義
春
で
あ
る
。
し
か
し
、
普
通
懸
曲
舞
と
議
会
畏
藩
政
冶

　
が
完
全
な
政
治
舗
度
で
あ
り
、
自
由
放
任
の
原
理
に
も
と
つ
く
経
済
政
策
が
繁
栄

　
を
保
語
し
、
よ
り
完
全
な
生
に
む
か
っ
て
の
人
類
の
進
歩
に
障
害
は
な
い
、
と
い

　
う
信
念
に
立
脚
し
た
自
由
搬
義
に
対
し
て
は
彼
は
轍
　
対
的
で
あ
り
、
そ
れ
の
打
倒

　
の
た
め
に
は
革
命
的
行
動
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

⑥
国
．
9
旨
難
爵
。
㍗
舞
こ
℃
」
り
b
。
・

⑦
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
駈
十
八
巻
十
三
ペ
ー
ジ
参
照
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゲ
ル
ツ
ェ

　
ソ
が
「
史
的
観
念
論
」
春
で
あ
る
こ
と
は
、
一
慈
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
b
ご
噛
野
鼠
勲
葭
霞
暴
蜜
罫
O
蚤
二
三
，
自
螂
①
追
Φ
。
冨
窪
霞
議
墨
網
貞
§

　
g
淵
㍍
鍵
器
寓
簿
セ
コ
娼
o
o
霞
口
縛
お
①
ρ
霞
や
。
。
伊

⑧
客
二
塁
2
0
や
g
叶
■
サ
娼
』
o
O
■

⑨
　
H
σ
5
‘
℃
．
鍵
Q
。
．

⑩
　
ソ
連
に
お
け
る
最
近
の
研
究
は
、
、
一
八
五
〇
年
代
末
か
ら
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
リ
ぴ
ル
オ
リ
ヤ
ロ
ル
ナ
ヤ
　
ズ
ヅ
エ
ズ
ダ

　
命
寛
伝
活
動
を
中
心
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
彼
が
賑
版
し
た
「
鐘
」
や
「
北
極
星
」

　
の
写
翼
版
に
よ
る
復
原
も
さ
れ
て
い
る
。
函
O
角
O
国
O
鱗
屑
勲
。
σ
①
噸
帥
b
鳳
鵠
噂
憎
Φ
も
鋼
Φ
凋
騨

　
国
犀
目
9
暑
Φ
罫
喝
お
欝
ム
㊤
①
合
ほ
。
嚢
冨
銘
。
・
器
。
・
智
▼
襲
唄
匂
暴
員
期

　
賛
自
身
頚
霧
勲
胤
串
目
9
昌
Φ
切
勲
お
①
⑦
1
噛

⑪
　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
が
社
会
主
義
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
個
所
に
、
彼
の
思
想
の
根
本

　
的
な
骨
絡
…
が
う
か
が
え
る
。
跨
噛
煽
噂
轡
Φ
娼
月
①
餌
Q
日
勲
圏
駿
当
り
譜
唱
国
娼
O
O
O
賦
算

　
Q
O
O
冨
霞
Φ
O
O
綴
霞
Φ
景
降
膵
H
N
▼
O
愚
梱
乙
伊
以
下
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
三
十
巻
著
作

　
集
か
ら
の
引
絹
明
示
は
「
著
作
名
、
巻
数
、
ぺ
！
ジ
数
」
の
順
序
。

⑫
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
主
義
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
　
○
寓
8
目
Φ
綴
Φ
葭
O
翻
Φ
悔
僅
切

　
翻
冒
玉
露
Φ
層
円
」
讐
。
琶
レ
。
。
．
卜
。
ゆ
・
…
ゆ
い
H
蓉
Φ
轟
該
鼠
螢
藤
。
。
讐
。
醤
。
H
垂
耳
禽
・

　
金
子
幸
彦
訳
糧
過
去
と
思
索
』
1
、
　
一
九
六
四
年
、
　
一
〇
六
－
一
〇
七
ペ
ー
ジ
。

　
目
巳
臣
。
円
戸
目
9
趙
霧
ざ
日
．
b
。
鮒
。
娼
・
鴇
’
を
参
照
。

⑬
麟
警
。
Φ
臨
璃
閲
崔
自
り
舜
ρ
o
日
や
b
Q
G
。
亀
金
子
訳
前
掲
霊
、
二
六
八
ペ
ー
ジ
。

⑭
封
建
制
と
は
、
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
り
、
十
九
世
紀
に
な
っ
て
も
農
奴

舗
が
存
在
し
、
兵
営
と
官
房
と
を
統
治
の
支
穣
と
し
、
合
理
的
で
厳
正
な
規
律
を

も
つ
並
家
統
治
の
構
造
も
と
と
の
っ
て
お
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
思
想
で
あ
っ
て
も

「
下
か
ら
」
の
改
革
を
め
ざ
す
場
含
に
は
こ
れ
を
弾
圧
し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
帝

國
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
融
資
ホ
主
義
と
は
何
か
と
い
う
と
、
漁
晦
の
ロ
シ
ア
に

は
打
倒
す
る
べ
き
資
本
主
義
社
会
は
存
在
し
な
い
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
　
一
八
四
〇

年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
の
多
妻
資
本
定
義
靴
会
の
欠
陥
を
外
側
か
ら

眺
め
て
、
こ
れ
を
思
想
的
に
断
罪
し
た
、
と
い
う
の
が
彼
の
反
資
本
空
義
の
意
味

で
あ
る
。
彼
の
西
欧
社
会
の
現
実
に
た
い
す
る
批
判
は
、
境
実
の
単
純
な
否
定
へ
、

さ
ら
に
は
現
実
の
分
析
拒
否
へ
と
通
じ
た
し
、
飽
方
、
ロ
シ
ア
専
誓
言
家
の
現
実

を
批
判
す
る
目
は
確
か
に
鋭
か
っ
た
が
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
非
合
理
童
義
的

な
方
法
を
提
起
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
農
村
共
罵
体
、
農
毘
を
見
る
場

合
に
は
、
現
実
の
分
析
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
。

一
　
ゲ
ル
ツ
エ
ン
と
“
シ
ア

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
思
想
形
成
上
、
一
八
四
〇
年
代
前
半
を
中
心
と
す

る
ス
ラ
ブ
派
と
の
接
触
は
無
視
で
き
な
い
℃
ソ
連
邦
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ

研
究
に
お
い
て
は
、
彼
と
ス
ラ
ブ
派
と
の
関
係
の
問
題
は
、
ほ
と
ん

ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が
ス
ラ
ブ
主
義
思

想
を
と
り
い
れ
た
こ
と
が
、
彼
の
理
論
の
一
貫
性
に
と
り
マ
イ
ナ
ス

で
あ
っ
た
か
ら
、
あ
る
い
は
、
ス
ラ
ブ
派
が
結
局
は
ツ
岬
・
ー
リ
ズ
ム

を
支
持
し
、
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
、
ロ
シ
ア
帝
園
の
領
土
的
野
心
を

支
持
す
る
汎
ス
ラ
ブ
主
義
へ
と
変
質
、
堕
落
し
て
い
っ
た
か
ら
と
い
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っ
て
、
彼
が
初
期
の
ス
ラ
ブ
主
義
思
想
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
章
で
私
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
と
ス
ラ
ブ

派
と
の
関
係
を
、
　
一
八
四
二
一
四
五
年
の
彼
の
礒
記
、
霞
伝
『
過
去

と
思
索
』
に
よ
っ
て
吟
味
し
、
彼
が
思
想
酌
に
ス
ラ
ブ
派
に
負
う
と

こ
ろ
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、
を
示
し
た
い
。

一
　
ス
ラ
ブ
派
と
西
欧
派

　
一
八
四
〇
年
代
は
ロ
シ
ア
思
想
史
上
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
改
革

の
評
価
を
め
ぐ
り
、
ス
ラ
ブ
派
と
西
欧
派
と
の
論
争
が
花
々
し
く
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

開
さ
れ
た
こ
と
で
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
両
派
の
論
争
の
根
底

に
は
、
　
「
ロ
シ
ア
の
歴
史
の
道
程
は
普
通
の
西
欧
の
人
間
の
進
歩
の

道
程
、
西
欧
の
文
明
の
道
程
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
の
特
異
性

は
、
た
だ
そ
の
後
進
性
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
ロ
シ

ア
は
独
自
の
歴
史
の
道
程
を
も
ち
、
西
欧
と
は
全
く
別
の
類
型
に
属

す
る
文
明
を
も
つ
の
か
」
と
い
う
問
題
、
ロ
シ
ア
が
進
む
べ
き
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
道
は
ど
の
よ
う
な
道
か
、
と
い
う
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

　
μ
シ
ア
の
国
粋
派
と
い
う
べ
き
ス
ラ
ブ
派
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
改
革

以
後
の
ロ
シ
ア
の
西
欧
化
を
、
よ
り
根
本
的
に
は
西
欧
文
化
そ
の
も

の
を
批
判
し
た
。
彼
ら
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
代
表
さ
れ
る
西
欧
の

合
理
主
義
や
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
を
拒
み
、
人
間
精
神
の
全
【
性

團
復
の
使
命
を
お
び
た
ロ
シ
ア
、
農
村
共
同
体
の
う
え
に
成
り
た
つ

ギ
リ
シ
ア
正
教
の
国
ロ
シ
ア
が
、
没
落
す
る
西
欧
文
化
に
か
わ
っ
て

世
界
を
救
済
す
る
、
と
い
う
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
に
到
達
し
、
ピ
ョ
ー
ト

ル
以
前
の
よ
き
時
代
へ
、
農
村
共
弱
体
へ
か
え
れ
、
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
西
欧
派
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
改
革
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
肯

定
し
、
西
欧
に
な
ら
っ
て
ロ
シ
ア
を
近
代
化
し
よ
う
と
考
え
た
の
で

あ
る
。

　
西
欧
派
に
属
し
社
会
主
義
と
革
命
を
唱
え
て
い
た
ゲ
ル
ツ
エ
ン
は
、

ス
ラ
ブ
派
の
偏
狭
な
正
教
信
仰
と
、
民
族
的
伝
統
の
な
か
の
権
威
主

義
的
要
素
に
、
と
り
わ
け
彼
ら
の
シ
ョ
ー
ビ
ニ
ズ
ム
と
ロ
シ
ア
文
化

の
優
越
と
い
う
主
張
に
ま
っ
こ
う
か
ら
反
対
し
た
。
ス
ラ
ブ
派
の
誤

り
は
、
　
「
ロ
シ
ア
が
か
つ
て
、
お
の
れ
に
固
有
の
発
展
の
道
を
も
っ

て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
と
そ
の
後
に
き
た
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
時

代
に
よ
っ
て
、
こ
の
発
展
の
道
は
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
考

　
　
　
　
　
　
　
③

え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
一
度
も
そ
の
よ
う
な
発
展
の
道
を

た
ど
っ
た
こ
、
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
た
ど
り
う
る
は
ず
も
な
か

　
　
　
　
　
　
④

つ
た
、
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
時
代
を
拒
否
し
、
国
民

へ
復
帰
し
よ
う
、
異
国
的
な
教
養
と
政
府
に
よ
る
国
民
と
の
断
層
を
、

以
前
の
習
慣
に
た
ち
も
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
よ
う
と
す
る
。
し
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か
し
、
歴
史
は
復
帰
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
に
は
復
帰

す
る
場
所
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
以
前
の
ロ
シ
ア
の
国

家
生
活
は
ゆ
が
ん
で
貧
し
く
、
野
蛮
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
ゲ
ル
ツ
ェ

　
　
　
　
　
⑤

ン
は
反
駁
す
る
。
そ
の
う
え
、
ス
ラ
ブ
派
の
い
う
「
国
民
へ
の
復
帰
、

畏
衆
と
の
一
体
化
」
と
は
、
民
衆
と
同
じ
偏
見
を
も
つ
こ
と
で
は
な

い
。
　
門
（
農
村
、
労
働
者
の
ア
ル
テ
リ
、
ミ
…
ル
の
集
会
、
カ
ザ
ー
ク
の
集

団
へ
の
復
帰
は
）
こ
れ
ら
の
も
の
を
、
不
動
の
ア
ジ
ア
的
結
晶
作
用

の
な
か
に
定
着
さ
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
．
こ
れ
ら
の
も
の
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
諸
原
理
を
発
展
さ
せ
、
解
放
し
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
と

り
ま
い
て
い
る
贅
肉
を
、
す
べ
て
の
本
質
的
で
な
い
不
純
な
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
り
去
る
た
め
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
ス
ラ
ブ
派
は
、

民
衆
の
な
か
に
理
性
を
発
達
さ
せ
る
か
わ
り
に
、
お
の
れ
の
理
性
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
を
温
順
な
、
偉
大
な
行
為
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
彼
ら
の
不
膚
然
な
儒
心
深
さ
、
教
会
儀
式
の
遵
守
が
う
ま
れ
て
く

る
。
彼
ら
が
唱
え
る
国
民
へ
の
復
帰
が
真
実
の
も
の
で
な
か
っ
た
最

良
の
証
拠
は
、
彼
ら
が
国
民
の
内
に
ど
ん
な
同
情
も
呼
び
起
こ
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
批
判
の
手
を
ゆ
る
め
な
い
。

　
ス
ラ
ブ
派
の
正
教
理
念
に
は
同
意
で
き
な
い
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
で
は
あ

っ
た
が
、
他
方
、
彼
ら
も
ロ
シ
ア
の
現
状
に
心
を
悩
ま
し
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
ス
ラ
ブ
主
義
老
の
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
レ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も

所
を
、
　
「
人
出
の
な
か
に
あ
る
い
き
い
き
と
し
た
精
神
の
正
確
な
認

識
」
　
「
現
代
と
い
う
時
代
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
た
、
欄
人
の
滅
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
思
想
と
人
民
の
救
済
へ
の
確
儒
」
と
み
て
と
っ
た
。
彼
は
ま
た
、

ス
ラ
ブ
派
の
理
論
の
欠
陥
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
そ
の
代
表
者
キ
レ

エ
フ
ス
キ
ー
、
サ
マ
ー
リ
ン
、
ホ
ミ
ャ
コ
ー
プ
、
ア
ク
サ
ー
コ
フ
た

ち
の
人
格
、
才
能
を
高
く
評
価
し
、
個
人
的
に
尊
敬
し
て
い
た
。
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
に
と
り
彼
ら
は
、
「
友
な
る
敵
」
、
あ
る
い
は
も
っ
と
正
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
い
え
ば
「
敵
な
る
友
」
で
あ
り
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
と
彼
ら
は
、
　
「
ロ

シ
ア
の
国
民
、
ロ
シ
ア
の
生
活
、
ロ
シ
ア
の
考
え
方
へ
の
か
ぎ
り
な

い
、
す
べ
て
の
存
在
を
つ
つ
む
愛
情
」
を
共
有
し
、
　
「
ヤ
ヌ
ス
の
ご

と
く
、
あ
る
い
は
双
頭
の
鷲
の
ご
と
く
異
な
る
方
向
を
見
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

鼓
動
す
る
心
臓
は
一
つ
」
な
の
で
あ
っ
た
。
ス
ラ
ブ
派
こ
そ
、
「
ロ

シ
ア
の
未
来
」
へ
の
信
仰
行
為
の
違
鎖
反
応
を
ひ
き
お
こ
し
た
原
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
は
な
く
と
も
、
触
媒
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
①
切
瓢
き
Φ
二
藍
冒
賃
臼
ρ
o
琶
凸
陣
㎝
・
。
．
金
子
藁
囲
訳
欄
意
表
と
思
索
恥
一
、

　
　
一
二
五
窯
ぺ
…
ジ
。
ス
ラ
ブ
派
と
西
欧
派
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
蜜
・
㌶
9
賦
p
冒
》
ざ
『

　
　
拷
2
謁
側
O
願
振
O
養
O
昌
帥
昌
α
け
げ
㊦
じ
d
一
詳
ず
O
恥
関
質
器
㌶
出
。
り
O
O
陣
P
課
①
諺
一
〇
◎
爲
占
O
p
G
隠
G
陶
噂

　
　
0
9
ワ
這
・
勝
田
吉
太
郎
『
近
代
ロ
シ
ヤ
政
治
思
想
史
』
第
一
鵠
を
参
照
。

　
②
　
爾
派
の
論
争
の
火
付
け
役
は
、
チ
ヤ
ダ
ー
エ
フ
の
『
暫
学
書
簡
臨
で
あ
る
。
同
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書
が
与
え
た
衝
蟹
に
つ
い
て
は
、
ゆ
嵩
陶
O
Φ
類
掴
旨
門
鵠
嚇
目
ρ
O
日
ザ
一
Q
σ
り
・
金
子

　
　
訳
晶
駒
掲
書
、
　
一
一
一
四
櫻
。
ヘ
ー
ジ
。
　
○
　
娼
勲
こ
σ
ご
ゴ
麟
曝
践
凱
　
b
Φ
δ
5
0
洞
嗣
⇔
員
潤
O
目
鵠
図
　
齪
員
①
邸
　
頃

　
　
幡
O
O
O
霞
■
露
．
メ
O
虜
も
．
b
o
b
Q
ら
。
・
金
子
幸
彦
訳
『
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
革
命
恩
想
の
発

　
　
連
に
つ
い
て
』
一
九
五
〇
年
、
　
一
三
七
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　
③
ゆ
鶏
陶
8
賊
暑
》
議
廻
．
ρ
φ
遽
胸
H
鉢
金
子
訳
『
跳
虫
と
思
索
』
1
、
三
五
一

　
　
ペ
ー
ジ
。

　
④
日
譲
舅
ρ
金
子
訳
前
掲
書
、
同
所
。

　
⑤
日
霞
§
Φ
魑
。
昌
．
謀
。
。
．
金
子
訳
前
掲
嘉
、
同
所
。

　
⑥
日
霰
舅
9
0
唇
噛
置
。
。
ム
蒔
ρ
金
子
訳
前
掲
書
、
同
所
。

　
⑦
6
鶏
轄
9
0
愚
．
置
。
。
’
金
子
訳
前
掲
書
、
岡
所
。

　
⑧
日
欝
M
蟹
Φ
▼
o
昌
■
置
刈
－
霞
。
。
．
金
子
訳
龍
掲
書
、
三
五
〇
ペ
ー
ジ
。

　
⑨
　
　
日
9
鵠
り
誘
Φ
層
。
日
冒
．
一
ω
Q
◎
．
金
エ
」
訳
湿
駒
棚
狗
書
、
　
一
一
一
圃
囲
一
。
へ
ー
ジ
。

　
⑩
函
。
馨
冨
禺
臣
Q
Φ
領
Φ
霧
旨
簿
｛
o
翼
。
や
電
■
3
0
琶
「
¢
山
9
、

　
⑪
　
竃
．
鷺
巴
坤
P
o
や
。
搾
噂
や
b
。
㊤
①
．

2
　
農
村
共
同
体

　
と
こ
ろ
で
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
と
ス
ラ
ブ
派
と
の
接
点
と
し
て
最
も
重

要
な
の
は
、
農
村
共
同
体
で
あ
る
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
の
農
村
共
同
体

が
社
会
主
義
的
性
格
を
も
つ
、
と
い
う
見
解
を
ス
ラ
ブ
派
か
ら
聞
い

た
の
で
あ
る
。
元
来
、
ス
ラ
ブ
派
は
、
共
同
体
に
家
父
長
制
的
、
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

教
的
な
社
会
の
名
残
り
を
見
出
し
て
い
た
の
だ
が
、
一
八
四
〇
年
頃
、

ゲ
ル
ツ
ェ
ン
た
ち
が
西
欧
の
社
会
主
義
思
想
を
鼓
吹
す
る
の
に
対
抗

し
て
、
　
「
共
同
体
に
は
西
欧
社
会
主
義
が
鼠
標
と
す
る
も
の
は
す
べ

て
存
在
し
て
い
る
か
ら
、
西
欧
主
義
者
が
説
く
よ
う
な
革
命
的
な
新

制
度
は
ロ
シ
ア
に
は
不
要
で
あ
る
」
、
と
反
駁
す
る
た
め
、
社
会
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

義
的
共
同
体
と
い
う
見
解
を
う
ち
だ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
共
同
体
の
原
理
に
も
と
づ
き
、
プ
露
レ
タ
リ
ア
発

生
の
防
止
、
土
地
の
割
り
替
え
を
淘
る
ス
ラ
ブ
派
に
対
し
ゲ
ル
ツ
記

ソ
は
、
西
欧
派
に
一
般
的
な
よ
う
に
、
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
た
。

ロ
シ
ア
の
農
民
に
私
有
財
産
の
観
念
が
な
い
の
は
、
　
「
一
部
分
は
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

発
達
が
原
因
な
の
で
あ
る
」
。
　
そ
れ
よ
り
彼
に
と
り
絶
対
に
見
逃
せ

な
い
共
岡
体
の
欠
陥
は
、
共
同
体
に
お
け
る
「
宙
己
の
人
格
に
た
い

す
る
尊
敬
の
欠
如
」
、
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
抑
圧
の
愚
か
し
い
た
え
難

さ
」
で
あ
り
、
ご
蕎
で
い
え
ば
、
　
「
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
の
下
で
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

活
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
」
な
の
で
あ
る
。

　
貧
し
く
虐
げ
ら
れ
、
悲
し
む
べ
き
無
関
心
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る

農
民
を
救
い
出
す
た
め
に
は
、
一
体
な
に
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
ろ

　
汐

　
　
　
「
ス
ラ
ブ
人
の
家
父
長
調
的
な
生
活
様
式
の
な
か
に
ま
ど
ろ

栖
つ
カ

む
胚
芽
」
、
即
ち
「
ア
ル
テ
リ
と
農
村
共
同
体
、
利
益
の
分
配
と
耕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
オ
エ
ロ
ス
チ

地
の
分
配
、
ミ
ー
ル
の
集
会
と
自
治
体
と
し
て
の
郷
へ
の
村
の
統

合
一
わ
れ
わ
れ
の
未
来
の
、
趨
異
な
共
同
体
的
生
活
の
建
築
の
礎
石
」

を
大
建
築
に
す
る
た
め
に
は
、
「
な
が
い
歴
史
の
到
達
点
し
で
あ
る
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

欧
の
力
強
い
思
想
が
必
要
で
あ
る
。
西
欧
的
な
個
人
の
自
由
、
権
利
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と
ロ
シ
ア
の
共
同
体
の
結
合
と
い
う
思
考
法
は
、
以
後
、
彼
の
著
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
く
り
か
え
し
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
共
岡
体
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
を
掲

げ
た
ス
ラ
ブ
派
が
、
解
決
し
た
と
称
す
る
「
ロ
シ
ア
の
未
来
」
の
問

題
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
に
と
り
真
の
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
ス
ラ
ブ
派
の
メ
シ
ア
ニ
ズ
ム
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
君
寵
の
成
果

は
ス
ラ
ブ
世
界
で
成
熟
し
、
現
在
を
否
定
す
る
科
学
に
、
つ
い
に
は

賃
量
主
義
と
共
産
主
義
の
問
題
で
未
来
を
予
見
す
る
科
学
に
到
達
し

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
自
ら
の
役
厨
を
終
え
、
将
来
、
ス
ラ
ブ
世
界
が

基
礎
と
な
っ
て
、
好
ま
し
く
有
機
的
な
発
展
が
お
こ
る
」
と
い
う
願

⑧望
一
は
、
彼
の
興
味
を
つ
よ
く
ひ
き
は
し
た
が
、
彼
は
、
「
ロ
シ
ア

国
民
に
自
己
の
破
滅
的
な
立
場
を
理
解
さ
せ
る
か
わ
り
に
服
従
！
i

ギ
リ
シ
ア
甜
教
会
の
籠
二
の
一
夫
徳
、
か
つ
モ
ス
ク
ワ
の
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
梅
圃
i
を
説
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ロ
シ
ア
の
奈
落
に
ま
だ

光
を
な
げ
か
け
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
存
在
で
あ
る
と
き
に
西
欧

へ
の
軽
蔑
を
説
き
、
さ
ら
に
、
東
と
西
と
に
共
通
の
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
む
し
ろ
離
れ
る
必
要
が
あ
る
過
去
を
ほ
め
た
た
え
て
」
、
「
現
状
と

　
　
　
⑩

和
解
す
る
」
よ
う
な
彼
ら
の
態
度
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
「
ロ
シ
ア
の
未
来
」
の
問
題
、
ロ
シ
ア
的
な
道
を
進
む
べ
き
か
そ

れ
と
も
西
欧
的
な
道
を
採
る
べ
き
か
、
の
…
閥
題
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
に

ロ
シ
ア
の
独
霞
性
ー
ー
農
村
共
岡
体
を
注
厨
さ
せ
た
。
彼
は
、
共
同

体
で
は
個
人
の
人
格
の
尊
厳
性
と
霞
由
と
が
保
証
さ
れ
な
い
、
と
い

う
点
で
、
共
同
体
に
否
定
的
な
判
断
を
下
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ス
ラ
ブ
派
が
擁
護
し
た
意
味
で
の
社
会
主
義
的
、
と
い
う
よ
り
は
連

帯
保
証
的
な
原
理
が
彼
の
注
意
を
ひ
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
の
彼
の
思
索
の
一
応
の
結
論
は
、
次
の
言
葉
に
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
「
個
人
、
こ
の
観
念
を
ゲ
ル
マ
ン
人
が
世
界
に

も
た
ら
し
た
…
…
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
権
利

が
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
掴
人
で
は
な
く
共
是
体
を
、
自
由

で
は
な
く
同
胞
愛
を
、
抽
象
的
平
等
で
は
な
く
労
働
の
有
機
的
配
分

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
よ
う
な
未
来
の
時
代
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も

の
で
は
な
い
、
と
。
こ
こ
に
問
題
の
す
べ
て
が
あ
る
。
ス
ラ
ブ
民
族

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
よ
っ
て
受
胎
さ
せ
ら
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
想

を
実
現
し
て
、
老
衰
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
自
ら
の
生
へ
合
併
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
わ
れ
わ
れ
を
そ
の
若
返
っ

た
生
へ
と
合
併
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ラ
ブ
派
は
こ
の
種
の
問
題
を
、

あ
た
か
も
解
決
ず
み
の
問
題
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
性
急
に
裁
決
す

る
。
解
決
を
示
す
も
の
は
あ
る
に
は
あ
る
が
、
完
全
な
解
決
に
は
ほ

　
　
⑪

ど
遠
い
」
。
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以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
が
ロ
シ
ア
の
無
口
村
共
同
体

に
注
賦
し
た
の
は
、
ス
ラ
ブ
派
と
バ
ク
ス
タ
ウ
ゼ
ソ
の
示
唆
に
よ
っ

て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
よ
り
一
禰
重
要
な
の
は
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ロ
シ
ア
の
ら
出
口
な
き
現
実
」
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
「
絶
望

的
な
苦
悩
」
の
閥
題
と
、
　
「
ロ
シ
ア
の
未
来
」
の
聞
題
と
を
、
誠
実

に
追
求
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
西
欧
主
義

の
枠
を
踏
み
越
え
て
、
伝
統
的
な
ロ
シ
ア
の
農
村
共
同
体
に
救
済
の

シ
ン
ボ
ル
を
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

彼
の
思
索
は
、
ロ
シ
ア
の
精
神
史
的
背
景
、
と
く
に
チ
ャ
ダ
ー
エ
フ

に
は
じ
ま
る
、
ロ
シ
ア
の
運
命
の
問
題
へ
の
関
心
と
切
り
離
し
て
は

理
解
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
注
意
す
る
べ
き
こ
と
は
、
ゲ

ル
ツ
ェ
ソ
や
彼
の
同
時
代
人
に
と
り
、
ロ
シ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り

遅
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
彼
ら
は
ロ
シ
ア

の
独
自
性
に
、
農
村
共
岡
体
や
農
民
に
注
意
を
む
け
た
こ
と
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
と
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
が
克
服
さ
れ
る
べ
き
先
進

国
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
、
揖
シ
ア
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
を
も
含

め
た
西
欧
が
克
服
の
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア
は
、
自
ら

の
後
進
性
を
正
当
化
し
、
さ
ら
に
は
理
想
化
さ
え
し
て
、
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

共
同
体
に
将
来
の
希
望
を
託
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の

「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
は
、
一
八
四
〇
年
代
の
思
索
の
中
で
、
そ
の

萌
芽
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
彼
が
「
ロ
シ
ア

往
会
主
義
」
を
明
瞭
に
宣
言
す
る
に
は
、
彼
の
亡
命
（
一
八
四
七
年
一

月
）
、
二
月
革
命
敗
北
の
渇
撃
、
「
精
神
的
破
産
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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の
後
進
性
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即
ち
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偉
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な
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の
可
能
盤
の
保
障
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る
、
と
い
う

　
テ
…
マ
は
、
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
思
想
全
体
に
と
り
韮
本
的
で
あ
っ
た
、
と
い
う

　
言
葉
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参
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。
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①
＜
曽
露
δ
男
器
切
一
瓢
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〇
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画
｛
。

ニ
　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
と
西
欧

　
つ
ぎ
に
、
亡
命
後
、
一
八
五
〇
年
璽
ま
で
に
、
パ
リ
を
舞
台
に
く

り
広
げ
ら
れ
る
ゲ
ル
ツ
エ
ン
の
精
神
的
ド
ラ
マ
を
、
彼
の
著
『
フ
ラ

ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
手
紙
』
、
『
向
う
岸
か
ら
』
に
よ
っ
て
た
ど

り
、
　
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
成
立
の
上
で
二
月
革
命
が
も
つ
意
味
を

　
　
　
　
　
　
①

明
ら
か
に
し
た
い
。

1
　
西
下
へ
の
失
豊

　
一
八
四
八
年
以
後
、
彼
が
西
欧
に
た
い
し
て
し
め
し
た
呪
い
に
近

い
絶
望
は
、
爾
欧
派
が
西
欧
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
考
え
、
期
待
と
あ
こ

が
れ
の
限
で
も
っ
て
眺
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
ず
に
は
理
解
で
き
な

吻
・
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
は
「
革
命
と
人
権
の
国
」
で
あ
り
・
パ
リ

と
い
う
名
前
は
、
　
「
一
七
八
九
年
お
よ
び
九
三
年
の
あ
の
偉
大
な
事

件
や
偉
大
な
大
衆
、
偉
大
な
人
女
の
追
憶
と
、
ま
た
．
、
思
想
の
た
め
、

権
利
の
た
め
、
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
な
さ
れ
た
偉
大
な
闘
争
の
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

憶
と
」
む
す
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
ち
ょ
う
ど
エ
ル
サ
レ
ム
や
ロ
ー
マ
に
入
る
人

た
ち
の
よ
う
に
、
胸
を
と
き
め
か
せ
、
敬
震
な
気
持
で
パ
リ
に
入
っ

④た
」
彼
が
そ
こ
に
見
鵬
し
た
の
は
、
物
質
的
な
寓
の
追
求
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
崇
高
な
も
の
、
価
値
あ
る
も
の
を
惜
し
げ
も
な
く
な
げ
す

て
、
臆
面
も
な
く
泰
平
を
謳
歌
す
る
ブ
ル
ジ
菰
ア
的
パ
リ
で
あ
っ
た
。
．

彼
は
パ
リ
の
ブ
ル
ジ
玄
ア
ジ
ー
を
通
し
て
、
西
欧
社
会
に
た
い
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

最
初
の
失
望
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
に
と
り
ブ
ル
ジ
翼
ア
ジ
ー
と
は
、
貫
欲
、
偽
善
、
う

わ
べ
だ
け
の
謙
譲
、
商
売
上
の
欲
盟
、
平
凡
さ
、
堕
落
し
た
エ
ゴ
イ

ズ
ム
等
々
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
彼
ら
に
は
、
偉
大
な
過
玄
も
な
け

れ
ば
ど
の
よ
う
な
宋
来
も
な
い
。
彼
ら
は
「
否
定
と
し
て
、
過
渡
と

し
て
、
対
立
物
と
し
て
、
鱗
介
弁
護
と
し
て
、
一
時
的
に
結
構
」
な
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⑥

の
で
あ
る
。
彼
ら
が
信
じ
る
唯
一
の
宗
教
は
、
「
ロ
ー
マ
的
、
封
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

的
帰
結
を
伴
う
私
有
財
産
制
』
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

卑
小
さ
を
強
調
す
る
た
め
に
、
彼
が
共
感
を
示
し
つ
つ
比
較
す
る
の

は
、
あ
る
い
は
、
フ
ラ
ン
ス
顧
命
の
最
中
に
封
建
制
度
廃
棄
宣
言
を

　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

発
し
て
堂
々
と
滅
ん
だ
貴
族
階
級
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
貧
し
く
粗

野
で
あ
る
た
め
に
、
か
え
っ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
は
失
わ
れ
た
素

朴
さ
、
純
粋
さ
、
人
間
的
な
良
さ
を
残
し
て
い
る
下
層
の
民
衆
で
あ

　
⑨

つ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
寂
ア
ジ
ー
が
支
配
す
る
、
七
月
王
政
下
の
フ

ラ
ン
ス
が
わ
ず
ら
っ
て
い
る
「
疾
患
」
を
、
彼
は
ど
う
と
ら
え
た
か
。

彼
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
当
時
の
高
潔
な
理
念
や
高
尚
な
藏
的

に
代
っ
て
、
物
質
的
な
関
心
が
、
金
が
、
経
済
学
が
支
配
す
る
よ
う

に
な
・
た
こ
と
が
疾
患
の
原
因
で
あ
・
や
彼
は
続
け
て
い
馬
多

数
の
人
々
の
日
々
の
糧
や
文
明
を
、
民
衆
の
将
来
を
左
右
す
る
物
質

的
福
祉
の
問
題
は
最
も
本
質
的
で
深
く
、
ま
た
轟
然
、
現
実
の
社
会

機
構
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
に
起
こ
っ
た
革
命
で
は
、
経
済
的
聞
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
、
経
済
学
は
富
に
関
す
る
抽
象
的
な
科
学
と
な
り
、
少
数
者
が

最
大
の
利
益
を
得
る
よ
う
な
、
ま
た
、
富
の
増
加
の
法
則
を
明
ら
か

に
す
る
よ
う
な
か
ら
く
り
を
備
え
、
現
存
政
治
機
構
を
正
し
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
て
受
け
い
れ
て
い
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
の
「
疾
患
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
摘
発
し
、
　
「
偏
狭
な
、
空
論
的
な
、
俗
物
酌
形
態
の
経
済
学
」
の

支
配
を
糾
弾
す
る
と
き
に
彼
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
自
由
放
任
の
経

　
　
　
　
　
　
⑬

済
無
策
で
あ
っ
た
。

　
ゲ
ル
ツ
エ
ソ
の
厳
し
い
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ブ
ル
ジ
翼

ア
ジ
ー
だ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
に
不
満
を
抱

い
て
は
い
る
が
、
そ
の
解
決
方
法
を
知
ら
な
い
、
社
会
主
義
者
を
は

じ
め
と
す
る
反
体
制
派
の
人
々
も
、
彼
の
批
判
を
免
れ
る
こ
と
は
で

　
　
⑭

き
な
い
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
学
の
支
配
に
疑
問
を
抱
き
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
を
悲
惨
な
状
態
か
ら
救
い
出
す
に
は
、
ま
ず
彼
ら
の
臼
々

の
糧
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
理
解
し
た
少
数
の
人
々
が

幣
串
し
た
批
判
の
意
義
を
彼
は
十
分
に
認
め
ば
す
る
が
、
こ
の
「
批

判
と
疑
問
と
は
峯
民
衆
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
。
彼
は
言
う
。
民
衆

に
必
要
な
の
は
「
で
き
上
っ
た
学
説
、
信
仰
」
で
あ
り
、
　
「
は
ρ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

り
し
た
9
印
」
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
　
「
強
力
な
批
判
を
行
な
う
人

は
創
造
の
才
に
乏
し
く
」
、
創
造
的
な
想
像
力
の
欠
け
た
、
自
己
陶

酔
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
次
々
と
語
ら
れ
て
も
民
衆
は
理
解
で
き
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

彼
ら
は
依
然
と
し
て
何
も
の
か
を
求
め
て
い
る
、
と
。
抽
象
的
な
理
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想
や
純
粋
の
経
済
学
説
を
ふ
り
か
ざ
し
、
普
遍
性
と
現
実
生
活
、
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

向
と
応
用
と
の
む
す
び
つ
き
を
欠
く
た
め
に
、
病
め
る
フ
ラ
ン
ス
を

治
療
す
る
は
ず
の
「
議
会
や
雑
誌
の
反
対
制
派
が
、
疾
患
の
真
の
意

味
も
有
効
な
薬
も
し
ら
ず
、
常
に
少
数
派
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
の

　
　
　
⑲

で
あ
っ
た
。

　
革
命
の
都
パ
リ
は
、
期
待
を
裂
切
っ
て
、
実
は
満
ち
足
り
た
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
支
配
す
る
都
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
を
打
倒
す
る
べ
き
反
体
湖
派
が
微
力
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も

近
い
将
来
、
革
命
が
起
こ
る
冤
込
み
は
全
く
な
か
っ
た
。
社
会
主
義

春
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
、
革
命
の
師
フ
ラ
ン
ス
に
謙
虚
に
学
ぼ
う
と

し
、
際
前
に
革
命
が
迫
っ
て
い
る
と
夢
想
し
て
い
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
が
、

失
望
の
つ
よ
さ
に
反
比
例
し
て
、
心
中
か
た
く
な
に
往
会
主
義
的
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

望
を
つ
よ
め
て
い
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
、
現
実
は
「
文
学

に
も
死
、
劇
場
に
も
死
、
政
治
に
も
死
、
演
壇
に
も
死
、
一
方
に
は

生
き
た
屍
の
ギ
ゾ
ー
、
他
方
に
は
白
髪
の
反
体
制
派
の
子
供
っ
ぽ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

片
書
…
…
」
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

　
二
月
革
命
∴
以
後
の
彼
の
悲
観
的
、
否
定
的
な
思
想
を
予
想
さ
せ
る

「
嵐
の
前
」
と
い
う
文
章
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
の
で

あ
り
、
彼
を
思
想
的
に
位
概
づ
け
る
さ
い
に
、
一
つ
の
重
要
な
鍵
と

な
る
。
以
下
に
お
い
て
私
は
、
　
「
嵐
分
前
」
の
内
容
に
即
し
な
が
ら
、

彼
の
歴
史
哲
学
的
思
索
の
跡
を
た
ど
り
だ
い
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
歴
史
哲
学
は
、
彼
の
自
然
哲
学
に
み
ら
れ
る
唯
物

論
と
直
接
に
結
び
つ
か
ず
、
人
格
主
義
的
人
間
観
を
基
調
と
し
て
い

⑫る
。
彼
に
と
り
、
個
人
の
人
格
は
あ
ら
ゆ
る
価
偵
の
な
か
で
最
高
の

地
位
を
占
め
、
な
に
も
の
の
犠
牲
に
も
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
人
格
の
主
題
は
自
由
の
主
題
と
結
び
つ
き
、
彼
は

「
生
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
抽
象
的
、
観
念
的
な
入
間
で
な
く
、

生
身
の
人
間
の
、
個
人
の
彰
彰
と
薄
厳
と
を
熱
烈
に
擁
護
し
た
。
こ

の
人
格
主
義
の
哲
学
で
も
っ
て
、
彼
は
歴
史
主
義
や
決
定
論
を
批
判

し
、
歴
史
や
社
会
を
解
釈
す
る
。

　
「
嵐
の
前
」
は
、
書
物
の
中
の
西
欧
で
な
く
、
は
じ
め
て
実
際
の

西
欧
を
知
っ
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
、
夢
か
ら
の
覚
醒
箕
蕎
に
始
ま
っ
て

い
る
。
彼
は
、
青
年
時
代
の
よ
う
に
遠
い
未
来
を
探
り
、
真
理
を
見
・

嵐
そ
う
と
す
る
夢
を
す
て
、
自
分
が
理
解
で
き
る
範
囲
内
の
真
理
だ

け
を
求
め
て
、
争
い
の
渦
中
か
ら
一
歩
退
き
、
静
観
す
る
よ
う
な
態

　
　
　
　
　
　
　
⑳

度
を
是
認
し
て
い
る
。
そ
の
彼
に
は
、
怒
り
、
苦
し
み
、
抗
議
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

こ
と
は
人
間
の
権
利
だ
、
と
い
う
主
張
も
、
現
実
を
直
視
し
て
い
な
　
⑮

い
た
め
に
生
ま
れ
る
「
空
虚
な
首
尾
一
貫
性
」
で
し
か
な
く
、
そ
こ
　
鵬



に
は
．
現
実
の
お
そ
ろ
し
さ
を
忘
れ
、
孤
独
感
を
避
け
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

「
臆
病
さ
」
さ
え
う
か
が
え
る
。
現
実
を
償
り
、
全
生
活
を
悲
し
む

べ
き
失
敗
、
闘
争
、
失
望
に
つ
い
や
す
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
の

　
　
⑳

で
あ
る
。

　
彼
の
抽
象
的
で
現
状
肯
定
的
に
き
こ
え
る
細
葉
の
裏
に
、
わ
れ
わ

れ
は
何
を
読
み
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な
、

西
欧
社
会
へ
の
失
望
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
青
年
時
代
か
ら

西
欧
に
た
い
し
て
抱
い
て
き
た
希
望
…
一
そ
れ
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
、

社
会
主
義
の
即
時
実
現
と
い
う
希
望
で
あ
ろ
う
…
一
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
実
現
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
彼
は
希
望
が
か
な
え
ら
れ
な
い

と
い
っ
て
、
た
だ
憤
っ
て
ば
か
り
い
る
こ
と
は
や
め
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
空
し
く
な
っ
た
希
望
に
い
つ
ま
で
も
し
が
み
つ
き
、

現
実
を
憤
る
だ
け
で
は
、
空
理
空
論
的
な
首
尾
一
貫
性
で
し
か
な
く
、

現
実
の
変
革
に
は
少
し
も
役
立
た
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
現
実
社
会
に
悲
観
的
な
判
断
を
下
し
た
彼
は
、
次
に
は
、

現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
努
力
が
、
い
つ
の
日
に
か
、
わ
れ
わ
れ
の
死
後

ず
っ
と
先
に
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
「
未
来
へ
の
信
仰
」
を

否
定
し
て
い
う
。
　
「
新
し
い
世
界
が
、
わ
れ
わ
れ
の
プ
ラ
ン
ど
お
り

に
建
て
ら
れ
る
と
信
じ
る
理
由
は
な
い
」
。
も
っ
と
も
彼
も
、
歴
史
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

お
け
る
進
歩
（
発
展
）
は
否
定
し
な
い
。
現
在
を
直
視
し
、
　
「
未
来

へ
の
信
仰
」
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
文
明
を
す
て
て
野
蛮
人
の
状
態

に
も
ど
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ラ
ブ
派
に
た
い
す
る

彼
の
批
判
か
ら
も
う
か
が
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
想
が
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
る
と
い
う
「
不
可
避
性
」
は
ど
こ
に
も
な

轡㌔　
こ
こ
で
彼
が
意
図
す
る
の
は
、
ル
ツ
…
以
来
の
二
方
で
の
思
想

の
論
理
的
一
貫
性
」
と
「
他
方
で
の
思
想
の
現
実
の
前
で
の
完
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

無
力
さ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
す
で
に
死
の
床
に
横

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

た
わ
っ
て
い
る
世
界
を
救
済
す
る
、
と
称
す
る
西
欧
の
空
想
約
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

主
義
へ
の
批
判
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
既
成
の
思
想
の
無
力
さ
の
原
因

を
、
「
表
現
の
し
か
た
が
悪
い
か
」
、
「
た
だ
理
論
的
、
書
物
的
な
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

味
し
か
な
い
」
点
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
既
成
の
理
論
が
前
提
と
し
て
い
る
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
立
場
、
す
な
わ

ち
、
歴
史
が
一
定
の
論
理
に
従
っ
て
必
然
的
、
深
溝
論
的
に
発
展
す

る
と
い
う
立
場
に
反
対
し
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
次
に
、
　
「
可
能
性
の

歴
史
論
」
を
展
開
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
　
「
生
に
は
純
粋
理
性
の
弁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

証
法
と
は
ち
が
う
、
独
自
の
発
生
学
が
あ
り
」
、
歴
史
に
は
客
観
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
目
的
（
結
末
）
は
な
い
。
　
「
饅
的
と
は
何
か
…
…
誰
が
そ
れ
を
つ
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く
っ
た
の
か
…
…
義
務
的
な
の
か
ど
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
わ
れ

わ
れ
は
…
…
精
…
神
的
に
霞
由
な
存
在
な
の
か
、
機
械
の
歯
車
な
の
か
」
。

歴
史
の
客
観
的
な
目
的
を
求
め
る
こ
と
は
、
結
果
だ
け
を
見
て
肝
心

な
こ
と
を
見
な
い
こ
と
、
人
は
だ
だ
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
る
、
と
い

っ
て
泣
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
「
も
し
人
類
が
な
ん
ら
か
の
結
果
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

一
直
線
に
到
達
す
る
な
ら
、
歴
史
で
は
な
く
て
論
理
学
で
あ
る
」
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
歴
史
哲
学
に
お
い
て
は
、
歴
史
の
進
歩
は
否
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
進
歩
が
歴
史
の
全
過
程
を
貫
き
、
進
歩
が
歴
史
の

鼻
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
晦
・
「
も
し
進
歩
が
晶
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
誰
の
た
め
に
働
く
の
か
」
。
現
代
の
人
々
は
、
未
来

の
人
々
が
よ
き
楽
し
い
生
活
を
営
む
た
め
の
捨
て
石
で
は
な
く
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
、
現
在
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
歴
史
は
も
っ
と
流
動
的

で
あ
り
、
各
々
の
時
代
と
生
に
は
も
っ
と
豊
富
な
内
容
が
あ
る
は
ず

　
　
　
　
㊨

な
の
で
あ
る
。

　
彼
が
提
起
し
た
の
は
、
社
会
主
義
的
志
向
と
現
実
と
の
関
連
と
の

問
題
、
社
会
主
義
的
理
想
の
実
現
可
能
性
の
問
題
、
一
般
的
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

理
論
と
現
実
と
の
一
致
の
保
証
に
か
ん
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。
従
来

の
社
会
主
義
の
理
論
は
実
現
が
可
能
か
ど
う
か
、
を
検
討
し
よ
う
と

す
る
彼
の
問
題
意
識
に
、
わ
れ
わ
れ
は
マ
ル
ク
ス
の
聞
題
意
識
と
共

通
す
る
も
の
を
見
出
せ
る
。
し
か
し
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
結
果
的
に
は

マ
ル
ク
ス
と
逆
の
方
向
へ
進
み
、
必
然
論
を
否
定
し
た
。
　
「
歴
史
に

お
い
て
は
す
ぺ
て
が
即
興
で
あ
り
、
自
由
意
志
で
あ
り
、
即
席
で
あ

る
。
前
方
に
は
限
界
も
、
定
期
路
も
な
い
。
あ
る
の
は
た
だ
、
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
、
神
聖
な
不
安
、
生
の
焔
で
あ
り
、
戦
士
に
た
い
し
て
、

霞
分
の
カ
を
た
め
せ
、
道
さ
え
あ
れ
ば
ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
も
行
け
、

と
い
う
呼
び
か
け
で
あ
る
。
も
し
道
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
と
き
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

才
が
道
を
ひ
ら
く
だ
ろ
う
」
。
そ
こ
で
彼
は
必
然
性
に
で
は
な
く
、
偶

然
性
に
未
来
を
か
け
、
行
動
す
る
主
体
、
宙
由
意
志
、
選
択
を
璽
視

し
た
。
未
来
は
、
　
「
必
然
的
で
も
偶
然
的
で
も
あ
る
数
多
く
の
条
件

の
総
出
と
、
予
期
せ
ぬ
劇
的
な
効
果
を
つ
け
加
え
る
人
間
の
意
志
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
よ
っ
て
か
た
ち
つ
く
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。

　
亡
命
後
一
年
た
ら
ず
の
聞
に
味
わ
っ
た
、
西
欧
に
た
い
す
る
失
望

と
、
そ
れ
へ
の
反
省
と
を
以
上
の
よ
う
に
表
現
し
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、

こ
こ
で
一
八
四
八
年
の
「
嵐
」
を
体
験
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
①
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
画
欧
に
た
い
す
る
失
望
の
伏
線
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
瑛
情
が

　
　
あ
げ
ら
れ
る
。
大
学
時
代
以
来
の
、
た
ん
な
る
自
由
空
義
的
改
輩
へ
の
不
満
の
意
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Q
o
o
介
N
Q
。
8
卜
⊃
Q
O
Q
Q
－

　
b
。
G
。
ρ
ま
た
軍
窯
巴
寅
と
賃
導
儒
9
讐
H
賊
窪
醤
黛
冨
広
量
鼠
穿
ω
ω
一
意
　
鵬



　
o
。
o
o
醇
浮
ヨ
戸
。
。
這
点
。
。
繊
昌
O
げ
竜
．
伊
℃
や
δ
O
山
O
飼
鷺
㌣
目
ト
コ
ど
憲
メ
お
同
．
を
参

　
照
）
。
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
の
著
『
十
年
史
』
（
類
猷
げ
。
ヰ
。
畠
。
蝕
呂
ρ
5
P
囲
c
Q
鼻
囲
ム
。
。
鼻
野
）

　
を
読
ん
で
知
っ
た
、
媚
欧
自
由
叢
義
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
弓
の
実
態
（
㍉
言
Φ
誠
蛍
溶

　
♪
塾
⊃
ρ
卜
⊃
ω
甦
O
凋
識
掃
。
。
偶
ω
．
畔
ゆ
「
O
六
塵
・
邸
Q
。
全
b
Q
g
。
メ
b
Ω
Q
。
o
。
1
ト
コ
。
。
り
辱
）
。
四
や
年
代
の
、

　
自
由
主
義
酌
西
欧
派
と
の
対
立
（
竃
・
窯
巳
坤
斜
。
や
。
搾
・
Ω
下
司
・
一
ら
。
”
男
く
。
昌
、

　
9
罫
菊
o
o
諾
。
朔
日
Φ
く
。
冨
自
。
戸
噂
や
b
。
潟
凸
⑦
を
参
照
）
。

②
後
に
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
次
の
よ
う
に
露
い
て
い
る
。
西
欧
派
は
門
自
ら
を
な
ぐ
さ

　
め
る
た
め
に
（
実
際
と
は
）
異
な
っ
た
西
欧
を
要
求
し
、
そ
れ
を
ち
ょ
う
ど
キ
リ

　
ス
ト
教
徒
が
天
騨
を
儒
じ
る
よ
う
に
償
じ
た
」
（
ゆ
霞
8
繭
彊
量
麟
日
払
ρ
。
愚
・

　
お
ε
。

③
口
§
霧
婁
器
二
三
臣
子
眼
鷲
円
霞
巖
鱈
H
．
8
伊
。
暮
」
＃

④
日
碧
§
¢

⑥
彼
の
失
望
は
、
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
の
小
説
の
主
人
公
の
名
を
借
り
て
語
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
す
な
わ
ち
、
　
噛
ポ
ー
マ
ル
シ
ェ
時
代
の
ブ
イ
ガ
ρ
は
法
の
外
に
あ
っ
た
が
、
現
代

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
の
フ
ィ
ガ
ロ
は
立
法
藩
で
あ
る
」
と
（
画
霧
ご
器
讐
。
嬬
・
ω
。
。
・
）
。
こ
の
よ
う
な
言

　
葉
か
ら
も
う
か
が
え
る
の
だ
が
、
彼
が
用
い
る
門
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
い
う
語

　
は
、
「
精
神
酌
な
俗
物
（
嘗
Φ
貰
即
瓢
O
需
O
）
稀
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ブ
ル
ジ

　
ョ
ア
的
フ
ラ
ン
ス
旧
西
欧
に
た
い
す
る
批
判
は
、
同
時
に
西
欧
の
俗
物
文
明
へ
の

　
批
判
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
勲
窯
襲
Φ
層
亀
緊
①
伊

＠＠　fo　＠＠＠＠＠
円
霧
｛
襲
Φ
讐
O
日
層
Q
。
野

臼
舞
軽
Φ
”
O
日
や
ω
七

日
勲
囲
臼
謡
｛
Φ
℃
O
臼
b
■
G
随
刈
－
頓
G
◎
璽

日
節
霞
襲
Φ
「
O
日
や
①
ド

日
霧
【
襲
9
0
咳
や
㎝
メ

哺
霧
回
§
Φ
■

目
霧
同
聾
Φ
℃
O
磁
や
需
．

男
く
①
簿
賃
甑
り
。
や
。
客
こ
ゆ
ト
。
刈
．

tw　＠＠＠＠　（SD　＠

日
収
寓
浅
Φ
’
自
や
ま
．

壌
幽
緊
韓
ρ
◎
曝
や
㎝
G
◎
1
①
ド

6
葦
囲
員
Φ
層
O
扇
や
㎝
ρ
2
．

繭甲

H
匿
｝
麟
Φ
”
◎
臼
娼
．
①
笛
・

日
9
累
襲
Φ
噂
亀
や
①
b
ひ
”
お
。
。
．

円
謬
円
㌶
Φ
マ
O
日
や
㎝
8

⑳
目
巴
蜜
塑
器
9
冨
貫
蚤
駁
麟
日
g
§
誌
．
伊
。
弓
9
①
G
。
る
ホ
・

⑫
自
然
醤
学
に
関
し
て
は
、
彼
の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
の
成
果
で
あ
る
『
自
然
研
究
書

　
簡
』
、
『
科
学
に
お
け
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
（
一
八
四
ニ
ー
四
六
年
）
が

　
あ
り
、
こ
の
著
作
に
み
ら
れ
る
彼
の
唯
物
論
的
見
解
を
め
ぐ
り
、
西
欧
派
内
部
に

　
論
争
、
分
裂
が
お
こ
っ
た
。
し
か
し
、
当
賭
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
と
亡
命
後
の
ゲ
ル
ツ

　
ェ
ソ
と
で
は
大
き
な
思
想
的
断
絶
が
あ
り
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
「
嵐
の
前
」
に
み

　
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑳
　
Q
曜
O
容
α
9
Φ
冨
▼
目
①
▼
電
や
H
㊤
凸
ρ

⑳
磁
霧
ご
器
▼
O
愚
．
b
。
9
　
　
　
　
　
二
日
伊
げ
コ
器
矯
σ
醤
・
b
っ
把

⑳
剛
霧
瞬
§
ρ
O
昌
・
b
。
切
．
　
　
　
　
　
⑳
目
霧
ご
盟
ρ
◎
昌
・
b
。
9

⑳
日
霧
こ
営
9
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
日
鶴
口
器
噌
。
巷
・
b
。
メ

⑳
　
日
曽
鼠
曇
9
鶏
や
b
。
ρ

⑳
　
次
の
よ
う
な
量
胤
莱
を
参
照
。
勝
利
を
え
た
と
気
心
つ
た
と
き
に
ギ
ロ
チ
ン
に
か
か

　
っ
て
い
た
ル
ソ
ー
の
弟
子
、
彼
ら
の
平
等
の
理
想
。
フ
ァ
ラ
ソ
ス
テ
…
ル
、
斑
主

　
空
義
、
社
会
主
義
に
つ
い
て
の
億
…
舌
（
円
齢
竃
馨
や
O
曝
娼
．
b
o
Q
。
歯
Φ
・
）
。

⑫⑳磯鐙⑭⑫
曖
曽
累
夷
Φ
マ
O
賜
賢
邸
O
．

叙
勲
鑑
疑
Φ
、
O
日
賢
G
。
O
I
ω
ド

日
即
諸
臼
Φ
層
O
扇
騨
q
。
H
・

藤
霧
M
属
⑦
、
亀
や
も
ゆ
偽
9

8
暫
鼠
葵
Φ
▼
O
湧
や
ω
g
。
．

⑳⑲⑰ζ嚢瞳
∩弓

M
り
幽
｝
開
Φ
・

6
9
崔
緊
O
”
O
日
や
○
φ
も
。
「

已
騨
釣
戸
Φ
層
O
唄
や
ω
①
■

日
覆
圃
緊
Φ
■

8
9
寓
饒
ρ
◎
電
賢
ω
躯
．

　
　
し
か
も
門
嵐
の
前
」
で
の
最
初
の
雷
葉
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
被
は
自
ら
の
理

　
論
の
実
現
可
能
性
を
も
検
討
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

⑬
松
澗
保
門
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
と
二
郷
革
命
（
一
）
」
（
関
西
大
学
『
経
済
論
集
臨
第
十

　
六
巻
餓
叩
一
口
写
、
昭
咽
瀦
圏
一
年
四
月
）
十
山
パ
ー
添
一
七
、
十
九
。
へ
ー
ジ
参
照
。

⑭
Q
容
唇
α
呂
Φ
影
噛
日
．
ゆ
O
暮
．
G
。
①
．

⑳
　
日
葛
撞
舅
や
窪
や
。
。
？
留
■
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ゲルッェソの「　Ptシア怒二会主義」諭の成立（松療）

勲
　
二
月
革
命
の
批
判

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
勃
発
、
臨
時
政
府
成
立

の
し
ら
せ
を
ロ
ー
マ
で
聞
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
臨
時
政
府
を
、

「
利
害
関
係
が
相
敵
対
し
て
い
た
種
々
の
階
級
の
妥
協
以
外
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
」
と
批
評
し
て
い
る
が
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
に
と

っ
て
も
、
こ
の
共
和
国
に
は
大
き
な
期
待
は
も
て
ず
、
彼
は
早
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

反
動
の
到
来
を
さ
え
予
想
し
て
い
る
。
四
月
十
コ
一
合
に
ロ
ー
マ
を
た

ち
、
五
月
五
日
に
パ
リ
に
着
い
た
彼
の
目
の
前
に
展
開
さ
れ
、
批
判

の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
　
「
パ
リ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
臨
時
政

府
に
お
し
つ
け
た
し
、
　
「
桂
会
的
諸
制
度
を
も
っ
た
共
和
制
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
共
和
制
」
へ
の
移
行
の
過
程
で
あ
っ
た
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
二
月
革
命
に
た
い
す
る
評
論
の
第
一
の
要
点
は
、

普
通
選
挙
権
に
も
と
つ
く
形
式
的
民
主
主
義
の
弊
害
に
つ
い
て
で
あ

る
。
五
月
四
臼
に
召
集
さ
れ
た
憲
法
制
定
国
民
議
会
は
、
一
七
九
三

年
の
国
民
公
会
以
後
は
じ
め
て
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
選
爵
さ
れ
た
議

会
で
あ
り
、
　
ま
さ
に
そ
の
故
に
、
議
会
で
多
数
を
占
め
た
の
は
ブ

ル
ジ
ョ
ア
共
和
主
義
潜
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
代
表
ル

．
イ
・
ブ
ラ
ン
と
ア
ル
ベ
ー
ル
ど
を
執
行
委
員
会
か
ら
し
め
出
し
た
の

で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
こ
の
議
会
は
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
気
分
を
反
映
し
て
お
り
、
民
衆
の
真
の
要
求
を
表
現

し
て
い
な
い
、
と
み
て
と
り
、
　
「
普
通
選
挙
権
は
形
式
的
な
政
治
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

世
界
に
お
け
る
最
低
の
俗
悪
事
」
と
き
め
つ
け
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
愚
か
で
野
蛮
な
権
力
と
し
て
で
な
く
、
自
由
な
舎
意
の
結
果

と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
歴
史
的
な
惨
事
と
し
て
で
な
く
、
愚
劣
な
多
数

決
と
偽
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
合
理
的
な
何
も
の
か
と
し
て
あ
ら

わ
れ
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
政
治
組
織
を
さ
さ
え
た
こ
の
共
和
制
は
、

逆
行
的
で
、
古
い
君
主
舗
の
原
理
に
も
と
つ
く
最
悪
の
共
和
制
で
あ

る
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
憲
法
制
定
国
民
議
会
の
選
挙
か
ら
得
た

教
訓
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
代
議
制
度
は
、
精
力
的
な
行
動
の

準
備
と
社
会
主
義
的
要
求
と
を
変
質
さ
せ
て
、
果
て
し
な
い
論
争
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
お
い
や
る
巧
妙
な
策
略
で
あ
る
」
。

　
つ
い
で
五
月
十
五
日
、
ブ
ラ
ソ
キ
た
ち
の
議
会
侵
入
の
試
み
の
失

敗
は
、
彼
の
目
に
革
命
の
政
治
的
敗
北
と
映
っ
た
。
　
「
こ
れ
に
続
く

の
は
、
共
和
国
の
敗
北
で
あ
ろ
う
」
。
バ
リ
ケ
ー
ド
が
築
か
れ
て
か

ら
ま
だ
三
ヵ
月
も
た
た
な
い
の
に
、
　
「
ア
ラ
ソ
ス
は
す
で
に
隷
従
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

欲
し
て
い
る
。
自
由
は
フ
ラ
ン
ス
に
は
重
荷
な
の
だ
」
。

．
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
き
、
彼
は
、
ζ
の
革
命
に
お
い
て
根
本
的

に
対
立
す
る
二
大
勢
力
は
な
に
か
、
を
す
で
に
見
抜
い
て
い
た
と
い

le7 （585）



え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
正
統
王
朝
派
や
オ
ル
レ
ア
ン
派
で
さ
え

…
…
プ
露
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
鰐
す
る
闘
争
は
、
共
和
制
の
名
に
お
い

て
の
み
、
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
扁
と
指
摘
し
、
共
和
制
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
暴
露
し
て
い
る
が
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
も
ま
た
、
共
和
棚
の
名
の
下
に

潜
む
「
霜
主
制
の
原
理
篇
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

革
命
に
お
け
る
基
本
的
な
闘
争
は
、
革
命
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

新
し
い
勢
力
と
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
に
伝
統
的
な
中
央
集
権
主
義
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
⑧

勢
力
と
の
闘
争
で
あ
る
、
と
。
こ
こ
か
ら
、
　
「
（
二
月
）
共
和
制
の
敗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

北
を
喜
ば
な
い
も
の
は
保
守
主
義
者
で
あ
る
」
と
い
う
、
あ
る
い
は
、

「
い
ま
や
共
建
制
と
そ
の
法
律
、
代
議
政
治
、
市
民
、
甫
民
相
互
の
、

ま
た
市
民
と
国
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
観
念
を
裁
く

　
　
　
　
⑩

と
き
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
も
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
六
月
事
件
は
、
革
命
勃
発
の
し
ら
せ
に
一
時
的
に
よ
み
が
え
っ
た

彼
の
希
墾
を
完
全
に
打
ち
砕
き
、
彼
の
心
を
絶
望
と
呪
い
と
で
み
た

し
、
投
会
主
義
者
と
自
認
す
る
彼
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
霞
由
主
義
世
界
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
訣
別
…
を
決
定
的
に
し
た
。
王
政
復
古
以
来
、
前
主
政
治
と
封
建
的

秩
序
の
破
壊
を
呼
び
か
け
て
き
た
自
由
主
義
者
は
、
本
や
議
会
で
の

饒
舌
、
博
愛
精
神
に
み
ち
た
用
語
の
中
に
で
な
く
、
現
実
に
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
が
現
わ
れ
て
彼
ら
の
要
求
を
掲
げ
る
と
わ
れ
に
帰
り
、

「
文
擁
と
秩
序
」
を
救
う
た
め
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
弾
圧
し
た
。

＝
濁
で
い
え
ば
、
　
「
自
由
主
義
者
は
二
月
二
四
日
ま
で
、
革
命
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

念
と
幸
福
に
戯
れ
て
い
た
」
の
だ
、
と
彼
は
知
っ
た
の
で
あ
番
。
六

月
事
件
以
後
の
事
態
の
成
り
行
き
は
、
不
圭
－
に
し
て
彼
の
予
想
の
正

し
さ
を
証
明
し
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滅
亡
の
確
信
を
つ
よ
め
る
ば
か

　
　
　
　
⑬

り
で
あ
っ
た
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
マ
ル
グ
ス
と
は
異
な
り
、
二
月
革
命
の
敗
因
を
倫

理
的
浅
観
念
的
に
説
明
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
説
明
の
根
底
に
、

近
代
社
会
に
お
い
て
も
消
滅
せ
ず
、
依
然
と
し
て
有
力
な
封
建
的
諸

価
値
に
た
い
す
る
批
判
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ

ー
ロ
ヅ
パ
の
人
々
が
過
玄
の
権
威
、
超
絶
的
な
原
理
の
奴
隷
で
あ
っ

た
た
め
に
革
命
は
失
敗
し
た
の
で
あ
り
、
　
門
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
封
建
的
・
ロ
ー
マ
的
な
基
盤
を
保
持
し

よ
う
と
す
る
人
の
心
に
は
、
保
守
性
と
反
動
性
と
が
眠
っ
て
い
る
」

　
　
　
⑭

の
で
あ
る
。
彼
は
、
入
問
の
精
神
的
な
隷
属
と
人
格
の
屈
従
と
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
め
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
世
界
観
の
底
に
、
二
元
論
を
見
出
し
た
。

例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
い
う
、
精
神
と
肉
体
と
の
二
元
性
は
、
具

体
的
な
個
々
の
人
間
か
ら
独
立
し
た
、
抽
象
的
な
諸
原
理
の
存
在
を

意
味
し
、
こ
の
諸
原
理
を
基
盤
に
し
て
権
威
、
騨
ち
暗
調
政
治
が
成
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り
た
つ
の
で
あ
る
。
西
欧
の
社
会
秩
序
の
う
ち
に
、
宗
教
と
政
治
、

教
会
と
国
家
と
は
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
君
主
制
は
本
質
的

に
宗
教
的
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
借
越
論
の
精
神
的
直
系
に
他
な

ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
た
と
え
統
治
の
形
態
が
君
主
舗
か
ら
共
和
制
に

変
わ
っ
て
も
、
民
衆
の
心
に
キ
リ
ス
ト
教
儒
仰
が
生
き
つ
づ
け
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ぎ
り
、
真
実
の
人
間
解
放
は
実
現
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
「
あ
ら
ゆ

る
宗
教
的
な
も
の
、
政
治
的
な
も
の
が
人
聞
的
な
、
単
純
な
、
批
判

や
否
定
を
許
す
な
に
も
の
か
に
変
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
世
界
に
真
の

　
　
　
　
⑰

自
由
は
な
い
」
。

　
し
か
も
恐
る
べ
き
こ
と
は
、
君
主
主
義
者
や
保
守
主
義
者
だ
け
で

な
く
、
罠
主
主
義
者
や
革
命
家
ま
で
が
旧
世
界
か
ら
ぬ
け
出
せ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
ず
、
二
元
論
の
呪
縛
を
免
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
ツ

ェ
ソ
は
、
人
類
の
解
放
者
と
自
称
す
る
西
欧
の
民
主
主
義
者
、
役
会

主
義
者
の
致
命
的
な
誤
り
を
、
　
「
自
ら
を
解
放
す
る
箭
に
、
他
人
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

解
放
し
よ
う
と
す
る
」
点
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
い
う
と
き
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
自
ら
の
意
図
を
、
　
「
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

完
全
な
革
命
家
と
の
完
全
な
絶
縁
」
に
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
彼
は
、

現
代
の
革
命
家
は
（
十
八
世
紀
の
革
命
家
の
よ
う
に
、
共
和
主
義
藩
で
あ

る
だ
け
で
な
く
）
社
会
主
義
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
た
。

な
ぜ
な
ら
今
日
で
は
、
共
和
主
義
者
で
同
時
に
保
守
主
義
春
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
は
た
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
月
共
和
舗
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

み
ら
れ
る
よ
う
な
折
衷
的
な
政
治
の
時
代
は
す
で
に
去
り
、
革
命
の

理
念
と
両
立
し
な
い
国
家
機
構
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
早
急
に
、

根
本
的
な
変
革
；
－
社
会
主
義
の
実
現
か
、
あ
る
い
は
破
滅
か
、
の
い

ず
れ
か
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
、
と
ゲ
ル
ツ
エ
ソ
は
主
張
す

㊧る
。
西
欧
先
進
諸
国
ま
で
も
が
、
新
し
い
秩
序
を
う
ち
た
て
よ
う
と

す
る
社
会
的
理
念
（
社
会
主
義
）
に
対
し
て
、
現
存
の
国
家
形
態
を
な

ん
と
か
保
持
し
よ
う
と
、
専
制
政
治
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
い
ま
、

ロ
シ
ア
と
西
欧
と
の
聞
に
は
「
隷
属
の
平
等
」
が
確
立
し
た
。
今
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

専
制
政
治
か
社
会
主
義
か
、
そ
れ
以
外
に
選
択
の
余
地
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
西
欧
は
、
祉
会
的
変
革
に
さ
い
し
驚
く
べ
き
無
能
力
さ
を
さ

ら
け
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ゲ
ル
ツ
エ
ソ
は
、
西
欧
の
絶
対
的
優
越

と
い
う
通
念
に
疑
問
を
い
だ
き
、
ロ
シ
ア
は
西
欧
ほ
ど
社
会
的
変
革

に
お
い
て
無
力
で
は
な
い
、
と
の
確
信
を
一
八
四
八
年
以
後
説
き
つ

づ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
究
極
の
目
標
、
区
会
主
義
栓
会
実
現
の
前
提
と
し
て
、
彼
は
共
和

鋼
の
実
現
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
彼
が
考
え
る
共
和
綱
は
、
　
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

民
へ
の
関
心
も
、
思
想
も
な
い
」
フ
ラ
ン
ス
第
二
共
和
調
一
こ
れ
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は
、
社
会
革
命
と
し
て
始
ま
っ
た
工
月
革
命
が
、
政
治
革
命
に
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

め
ら
れ
た
結
果
、
成
立
し
た
「
政
治
的
共
和
国
偏
で
あ
る
一
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
「
真
の
平
等
と
臨
由
」
の
実
現
の
た
め

に
は
、
伝
統
的
な
権
威
を
否
定
し
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
の
民
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
、
　
　
，
　
　
　
　
⑳

の
筏
会
へ
の
参
加
を
説
く
以
外
に
、
な
に
か
が
必
要
で
あ
る
。
彼
は

そ
れ
を
、
　
「
現
在
の
歴
史
的
な
社
会
機
殿
の
排
除
」
と
と
ら
え
た
。

共
和
国
が
現
存
社
会
機
構
を
踏
み
越
え
た
瞬
間
、
そ
れ
は
社
会
的
…
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

和
国
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
社
会
主
義
と
革
命
と
を
完
全
に
一
つ
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
た
。
現
代
の
革
命
思
想
こ
そ
社
会
主
義
で
あ
り
、
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

主
義
以
外
は
反
動
一
i
そ
の
な
か
に
は
、
共
瀦
制
的
な
も
の
も
あ
る
．

i
i
で
し
か
な
か
っ
た
。
彼
が
社
会
主
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
た
か
、
社
会
主
義
赴
会
を
実
現
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
か
、
は
次
の
言
葉
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
　
「
ふ

つ
う
、
社
会
主
義
は
資
本
、
利
子
、
労
賃
に
関
す
る
閥
題
、
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
カ
ソ
ニ
バ
リ
ズ
ム

上
贔
な
形
態
で
の
食
人
を
絶
滅
す
る
と
い
う
問
題
の
解
決
を
究
極

の
鼠
標
と
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
完
全
に
そ
の

と
お
り
と
は
い
え
な
い
。
経
済
的
な
諸
問
題
は
大
層
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
ら
は
、
所
有
権
の
悪
用
を
絶
滅
す
る
こ
と
と
な
ら
び
問

じ
基
礎
の
上
で
、
あ
ら
ゆ
る
骨
無
制
駒
、
宗
教
的
な
も
の
の
絶
滅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

…
…
志
向
す
る
統
一
的
な
見
解
の
一
面
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
偏
。

　
①
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
嗣
争
」
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
（
大
月

　
　
滝
旧
店
）
　
第
七
巻
十
－
隣
ペ
ー
ジ
。

　
②
穿
お
い
羅
欝
魯
琶
翼
廻
賭
固
凱
類
類
軸
霞
｛
瞬
辿
・
伊
。
昌
■
μ
。
。
。
。
9

　
③
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
七
巻
二
七
ペ
ー
ジ
。

　
④
　
累
o
o
H
ε
切
。
霞
隊
毯
冨
露
ワ
【
噂
押
b
。
ω
辱
。
越
・
二
一
．

　
⑤
Q
日
o
H
o
9
冨
多
遇
甲
①
▼
o
娼
・
刈
駆
．

　
⑥
臼
δ
謬
欝
湊
愈
冨
墨
霞
口
寓
臼
帥
葭
刷
嗣
遍
』
．
o
昌
」
ω
b
。
．

　
⑦
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
金
集
臨
岡
所
。

　
⑧
目
8
叢
欝
器
騨
三
目
霞
匿
鷲
旧
勲
藪
鐸
哩
‘
伊
。
趨
．
お
刈
山
ω
。
。
●

　
⑨
Q
昭
0
8
9
冨
鄭
環
．
9
0
昌
鳥
㎝
’

　
⑩
噌
霧
＝
困
｛
ρ
o
超
誌
の
．
　
　

⑪
円
碧
碧
Φ
．
o
越
・
お
ム
野

　
⑫
8
霧
コ
器
．
．
o
娼
ふ
込
。
．

　
⑬
　
六
月
寧
件
以
後
の
事
態
の
経
過
は
次
の
と
お
り
。
一
八
腿
八
年
十
二
月
、
愚
か

　
　
な
普
逓
選
挙
権
に
よ
る
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
大
統
領
二
選
。
四
九
年
六
月
、
ル

　
　
ド
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン
率
い
る
由
一
掻
党
の
反
乱
の
魚
試
み
の
み
じ
め
な
失
敗
。
五
一
年
十

　
　
二
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
大
統
領
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
第
二
齋
政
の
開
始
。

　
⑭
鱒
δ
霞
勲
奮
砂
冨
屠
霞
畷
嗣
、
謬
慧
蝋
聾
唖
．
μ
o
昌
・
嵩
。
。
．

　
⑮
Q
日
0
8
◎
Φ
冨
鐸
囁
■
ρ
o
題
し
b
。
の
■

　
⑯
碁
窪
器
潔
一
重
。
巳
冨
弓
盗
訟
渇
．
H
・
。
乙
娼
』
・
。
ご
同
。
瞬
撃

　
⑰
Q
霞
9
0
9
冨
葬
目
◎
o
遽
．
軽
刈
・

　
⑯
　
弓
影
＝
器
噛
。
娼
’
㎝
O
ふ
一
マ

　
⑲
6
霧
コ
開
ρ
。
碧
』
ド
人
類
の
解
放
者
と
し
て
、
例
え
ば
、
ル
イ
・
ブ
ラ
ン

　
　
（
昌
蓉
》
蚤
冨
轡
轟
量
ご
鴇
甥
日
麩
量
昇
伊
。
犀
§
し
①
切
．
）
や
、
ル
ド

　
　
リ
ュ
・
ロ
ラ
ン
以
下
の
「
一
八
四
八
年
置
山
岱
党
」
（
Q
霞
O
弩
O
α
Φ
唱
Φ
目
今
月
．
9
0
瞳
も
．

11e （58S）



ゲルツxソの陣シア赴会主義」論の成立（松原）

　
㎝
ご
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
入
類
の
解
放
者
に
対
し
て
自
由
人

　
を
対
立
さ
せ
る
。
自
由
人
は
、
　
「
緬
人
と
社
会
と
の
抗
争
が
も
っ
と
も
頻
繁
に
発

　
生
す
る
危
機
の
時
代
に
生
き
、
活
動
す
る
自
覚
醜
な
翻
人
」
で
あ
り
、
た
と
え
大

　
衆
と
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
白
回
由
な
入
絡
と
し
て
の
自
己
を
主
張
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
（
6
暑
輿
ρ
o
嬬
」
・
。
？
旨
卜
。
．
）
。

⑳
麟
器
姦
。
劉
淵
零
塁
員
霞
算
舜
b
。
野
。
哲
．
霊
N
巳

⑳
期
器
藁
麟
器
愈
蜜
員
蔭
口
国
窮
霞
疑
℃
興
辞
。
趨
」
ミ
点
団
。
。
“

⑫
　
8
即
隷
舅
Φ
笥
。
慧
■
嵩
。
。
●

⑳
切
襲
8
燦
淵
撃
墜
曜
．
P
。
嬉
．
栃
ド
金
子
訳
『
前
歯
と
思
索
恥
1
、
三
五
二

　
ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
8
簿
縁
餓
白
Φ
．

⑳
　
目
同
δ
切
冒
帥
器
嚇
や
ρ
員
罎
駁
萄
6
碧
自
噺
狸
G
簿
”
o
醤
．
掃
。
。
メ

⑳
　
日
霧
＝
器
嚇
。
慧
．
掃
。
。
P
　
　
　
　
　
⑳
　
臼
僅
寓
蟹
9
0
越
．
掃
。
。
蒔

⑱
日
霞
勢
ρ
o
碁
．
寒
り
9

⑳
　
8
即
徴
浅
Φ
●
駄
会
主
義
春
と
し
て
の
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
現
状
変
革
の
意
図
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
、
理
想
社
会
の
構
想
、
実
現
方
法
に
関
し
て
は
き
わ
め
て
不
明
瞭
に

　
し
か
述
べ
て
い
な
い
。
彼
が
い
く
ら
か
で
も
戦
術
的
な
こ
と
に
欝
及
し
た
の
は
、

　
二
月
革
命
の
興
奮
の
殻
中
に
ブ
ラ
ソ
キ
の
共
和
制
…
君
主
側
か
ら
真
の
共
和
側
へ

　
の
過
渡
的
状
態
と
し
て
の
革
命
的
独
裁
に
共
感
を
示
し
た
程
度
で
あ
り
、
し
か
も

　
ブ
ラ
ソ
キ
へ
の
共
感
は
一
時
酌
な
も
の
で
あ
っ
た
（
円
霞
葵
ρ
o
還
．
お
。
。
㍉
0
ρ
）
。

　
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
む
し
ろ
、
ブ
ル
ー
ド
ソ
の
無
政
府
主
義
思
想
に
親
近
感
を
抱
い
て

　
い
る
（
ゆ
響
8
目
璃
冒
質
縮
．
ρ
。
壱
．
鐸
金
子
訳
『
過
去
と
思
索
隔
1
、
二

　
六
八
ペ
ー
ジ
。
↓
勲
窪
襲
Φ
嚇
寧
H
ρ
o
感
b
．
μ
c
◎
貯
金
｝
†
訳
汕
嗣
掲
勲
獄
韮
一
九
六
六
年
、

　
一
一
二
ペ
ー
ジ
）
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
に
と
り
何
よ
り
重
要
な
の
は
眼
体
制
の
徹
底
し
た

　
批
判
、
破
壊
で
あ
り
、
新
し
い
社
会
の
組
織
で
は
な
か
っ
た
（
Q
ぎ
門
O
O
Φ
螂
Φ
雷
嚇

　
同
．
伊
O
霞
や
お
N
を
参
照
）
。
た
だ
し
、
西
欧
の
空
想
的
社
会
主
義
を
克
服
し
よ
う

　
と
し
た
被
の
意
図
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
空
想
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
（
繭
・

　
鑓
．
員
露
累
層
劉
落
口
9
畠
o
O
頃
。
爾
6
蟄
Φ
o
護
区
8
0
0
霞
8
暴
国
b
饗
舅
。
同
。

博
O
目
合
鵠
簑
O
岩
O
貫
野
鶏
鵠
寓
轡
《
類
O
磁
O
冒
凌
Φ
婁
器
。
膨
勲
廣
兄
貴
戦
y
一
瞬
。
。
’
廓

卜。

@
．
石
川
郁
男
訳
『
ロ
シ
ア
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
歓
会
主
義
』
一
九
六
七
年
、
三
〇
ぺ

…
ジ
を
参
照
）
。

三

日
シ
ア
社
会
主
義

　
一
祖
国
へ
の
精
神
的
復
帰
i

　
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
以
来
の
、
西
欧
の
「
政
治
革
命
篇
－
一
そ
れ
は
、

国
家
の
形
態
の
み
を
改
造
し
・
生
活
の
形
能
讐
よ
で
蓄
ふ
れ
馬

－
一
の
限
界
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
、
ロ
シ
ア
に
独
自

の
道
を
求
め
て
、
ス
ラ
ブ
派
の
歴
史
哲
学
を
見
直
し
た
。
ス
ラ
ブ
派

の
い
う
、
西
欧
の
個
人
主
義
に
優
越
す
る
ロ
シ
ア
の
農
村
共
同
体
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ロ
シ
ア
的
な
社
会
主
義
の
基
盤
と
な
り
う
る
。
　
「
あ
ら
か
じ
め
適
し

た
人
民
の
生
活
様
式
な
し
に
は
」
、
社
会
主
義
の
実
現
は
不
可
能
で

　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
る
と
考
え
る
彼
は
、
社
会
主
義
を
ロ
シ
ア
の
現
実
に
合
わ
せ
よ
う

と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
め
　
　
め

　
彼
が
あ
ら
た
め
て
そ
の
華
命
的
性
格
を
認
識
し
た
ロ
シ
ア
の
農
村

共
同
体
は
、
社
会
主
義
的
野
関
係
の
核
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、

農
民
の
す
ぐ
れ
た
道
徳
性
と
高
度
の
勤
労
資
質
、
土
地
の
共
同
利
用

六
度
、
農
民
の
反
権
力
的
な
性
向
と
共
同
体
内
の
自
治
制
度
、
の
三

111 （589）



　
　
　
④

点
で
あ
る
。
第
一
の
素
質
に
も
と
づ
き
、
農
民
間
に
は
ほ
と
ん
ど
無

綱
限
の
信
頼
、
き
わ
め
て
親
密
な
人
間
瀾
係
が
維
持
さ
れ
て
、
共
同

作
業
が
ス
ム
ー
ス
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
解
放
後
も
共
同
体
の
統
一

を
守
る
た
め
に
好
都
合
で
あ
る
。
こ
の
素
質
が
、
「
個
人
の
自
由
と

共
同
体
と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
」
を
社
会
主
義
の
全
問
題
と
す
る
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ル
ツ
エ
ソ
に
と
り
重
要
で
あ
っ
た
。
第
二
の
核
…
i
土
地
の
共
有
、

共
同
耕
作
、
土
地
の
定
期
的
割
り
替
え
な
ど
の
慣
習
化
、
捌
度
化

1
は
、
農
民
の
土
地
つ
き
解
放
と
平
等
な
土
地
利
用
と
を
社
会
主

義
的
に
理
論
化
し
、
地
主
的
土
地
所
有
と
農
奴
翻
の
廃
止
、
農
民
へ
’

の
土
地
分
配
、
農
民
の
霞
治
の
確
立
を
実
現
す
る
た
め
の
現
実
的
根

拠
で
あ
っ
た
。
最
後
の
点
も
、
　
「
圏
家
の
観
念
も
中
央
集
権
の
観
念

も
き
ら
い
、
政
府
の
あ
ら
ゆ
る
干
渉
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
た
共
同
体
の
な
か
で
生
き
た
い
と
願
う
」
人
民
の
意
識
を
反
映
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
ス
ラ
ブ
的
H
ロ
シ
ア
的
で
あ
り
、

ロ
ー
マ
的
瓢
キ
リ
ス
ト
教
的
降
封
建
的
な
、
中
央
集
権
を
好
む
西
欧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
道
徳
、
諸
調
度
と
対
立
す
る
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
が
め
ざ
し
た
の
は
、

地
方
分
権
的
、
多
元
的
な
農
業
共
産
主
義
の
発
展
で
あ
り
、
国
家
に

対
抗
し
て
活
動
し
う
る
、
独
立
し
た
、
自
発
的
な
連
合
で
あ
っ
た
と

　
　
　
⑧

い
え
よ
う
。
彼
が
定
義
し
た
「
ロ
シ
ア
社
会
主
義
」
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
「
わ
れ
わ
れ
が
ロ
シ
ア
桂
会
主
義
と
呼
ぶ
の
は
、

土
地
と
農
民
生
活
や
、
耕
地
の
事
実
上
の
分
与
と
適
盗
な
再
分
割
や
、

共
同
体
的
所
有
と
経
営
に
は
じ
ま
り
、
労
働
者
の
ア
ル
テ
リ
と
と
も

に
、
　
一
般
に
社
会
主
義
が
め
ざ
し
て
お
り
、
科
学
が
確
認
し
て
い
る

と
こ
ろ
の
経
済
的
正
義
に
む
か
っ
て
す
す
む
早
耳
主
義
の
こ
と
で
あ

⑨
る
」
。

　
「
μ
シ
ア
社
会
主
義
」
論
の
骨
子
は
、
西
欧
が
提
起
し
た
が
、
い

ま
だ
に
抽
象
的
な
思
想
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
社
会
主
義
と
、

外
部
か
ら
隔
絶
、
孤
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
て
き
た
「
真

　
　
　
　
⑩

に
社
会
的
な
」
ロ
シ
ア
の
農
村
愚
問
体
と
の
結
合
に
あ
る
。
ゲ
ル
ツ

エ
ソ
は
、
西
欧
社
会
に
現
実
に
存
在
す
る
よ
う
な
個
人
の
自
由
i

そ
れ
は
、
私
有
財
産
制
と
む
す
び
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
上
品
な
形
態

　
カ
ソ
リ
　
バ
リ
ズ
ム

の
食
　
人
」
と
な
る
一
は
拒
み
、
ロ
シ
ア
の
農
村
共
同
体
内
に
存

在
す
る
（
と
考
え
る
）
栓
会
減
益
由
i
共
同
体
に
よ
る
生
存
の
保
証

－
一
を
認
め
ば
し
た
が
、
一
入
が
共
同
体
に
埋
没
す
る
こ
と
に
は
反

対
し
、
ロ
シ
ア
と
西
欧
と
の
長
所
を
む
す
び
つ
け
よ
う
と
し
た
、
と

い
え
る
。

　
ス
ラ
ブ
派
の
影
響
を
受
け
た
彼
は
、
専
制
政
治
と
農
奴
制
が
支
配

す
る
ロ
シ
ア
の
現
実
を
批
判
す
る
た
め
の
足
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
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抵
抗
の
武
器
と
し
て
農
村
共
同
体
に
注
暫
し
た
。
い
わ
ば
、
彼
も
ス

ラ
ブ
派
も
、
人
間
ら
し
い
生
き
か
た
の
原
型
を
過
去
に
求
め
た
と
い

え
る
。
と
は
い
え
、
彼
は
ス
ラ
ブ
派
と
は
異
な
っ
て
、
過
去
の
共
岡

体
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
、
未
来
社
会
に
も
ち
こ
も
う
と
し
た
の
で

　
　
⑪

は
な
い
。
彼
に
と
り
、
歴
史
は
過
去
そ
の
も
の
へ
の
復
帰
で
は
な
く
、

共
同
体
を
足
場
に
し
て
こ
れ
か
ら
つ
く
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

彼
の
専
制
政
治
と
農
奴
制
へ
の
抵
抗
の
武
器
の
つ
か
い
方
は
、
専
調

政
府
と
の
妥
協
、
そ
の
是
認
の
方
向
へ
走
っ
た
ス
ラ
ブ
派
と
は
ち
が

　
　
　
　
　
　
　
⑫

っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ラ
ブ
派
と
一
部
妥
協
し
、
土
着
的
な
農
村
共

同
体
に
注
目
し
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
が
資
本
主
義
社
会
を
と
び
こ
え

て
直
接
に
社
会
主
義
社
会
を
実
現
す
る
、
と
い
う
理
論
を
生
む
結
果

　
　
　
⑬

と
な
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
、
共
同
体
に
お
け
る
土
地
舗
度
が
農
業

生
産
力
上
昇
の
妨
げ
に
な
る
、
と
い
う
掬
摘
も
、
西
欧
式
の
土
地
所

有
制
度
の
も
と
で
の
農
業
改
良
が
、
人
口
の
大
部
分
を
深
遡
な
窮
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
お
と
し
い
れ
て
い
る
事
実
の
前
に
は
、
何
ら
説
得
力
を
も
た
な
い
。

「
農
学
そ
の
も
の
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
飢
え
つ
つ
あ
る
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
が
恐
る
べ
き
状
態
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
も
、
若
干
の
小
作

人
の
富
の
増
大
や
農
業
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
正
当
な
償
い
を
う
け

　
　
⑮

て
い
る
」
と
い
う
見
解
を
信
じ
ら
れ
な
い
彼
は
、
資
本
主
義
の
生
む

種
々
の
弊
害
を
西
欧
で
見
て
、
資
本
主
義
を
思
想
的
に
断
罪
し
た
の

で
あ
っ
た
。
　
「
歴
史
的
に
若
い
」
ロ
シ
ア
は
、
西
欧
先
進
諸
国
の
歴

史
に
学
び
、
酉
欧
が
陥
っ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
、
俗
物
的
な
発
展
の
道

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
前
方
に
は
多
く
の
可
能
性
が

あ
り
、
た
ん
な
る
志
向
の
み
で
は
何
も
の
も
保
証
さ
れ
な
い
。
可
能

性
と
不
可
避
性
と
の
差
異
を
強
調
し
、
未
来
を
自
ら
の
手
で
、
ロ
シ

ア
の
内
側
か
ら
つ
か
み
と
ろ
う
と
す
る
の
が
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
立
場
で

あ
っ
た
。

　
①
費
§
鋒
漫
心
暮
。
屋
切
譲
塁
”
環
」
。
。
．
o
琶
．
培
S

　
②
彼
は
、
「
ロ
シ
ア
へ
の
儒
仰
が
、
精
神
的
な
破
滅
の
淵
か
ら
私
を
救
っ
た
」
と

　
　
『
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
手
紙
』
の
序
文
に
書
い
て
い
る
（
虜
．
ρ
O
雇
や

　
　
H
P
）
。

　
③
易
①
蒔
遍
し
。
。
曽
。
暮
噛
。
。
．

　
④
彼
が
希
塾
を
託
す
る
濃
村
共
同
体
の
描
写
は
、
O
も
器
窪
目
霞
b
雷
。
馨
淵
辱

　
　
O
国
国
鑑
璃
踏
消
Φ
諦
ゆ
団
O
O
O
轟
墨
型
メ
O
電
娼
．
ト
っ
窃
ゆ
一
苗
①
Q
◎
．
金
7
ず
蘭
献
『
ロ
シ
ヤ
に
お
け

　
　
る
革
命
思
想
の
発
達
に
つ
い
て
』
一
九
三
一
一
九
九
ぺ
～
ジ
を
参
照
。

　
⑤
U
閂
ω
8
霞
ω
住
、
と
Φ
話
巳
話
瞬
Φ
震
・
戸
賃
二
⑩
笙
。
・
・
。
ρ
鷲
。
鐸
8
g
雲
ヨ
①
。
尋

　
　
鉱
鋤
α
q
言
ロ
昌
一
①
培
融
く
凱
。
円
一
〇
。
盟
血
㊤
ロ
ω
ω
学
冨
貧
離
層
．
ω
霞
巴
一
層
卿
轡
。
嵩
時
Φ
。
ウ
”

　
　
Φ
＝
o
o
一
義
①
ヨ
。
鴨
ρ
諜
。
雷
α
＄
α
Q
噌
p
ロ
ユ
。
な
　
ヨ
8
く
。
。
旨
。
暮
ω
　
詠
く
。
貯
陸
凶
。
ロ
昌
巴
冨
ω

　
　
9
H
Q
。
劇
Q
。
嚇
臼
．
追
璽
O
日
》
卜
3
鼻
Q
。
’

　
⑥
曾
趙
げ
熱
竃
螂
鵠
弓
0
8
岳
遍
幽
鋒
◎
暮
し
。
。
・
。
．

　
⑦
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
ヨ
ー
マ
的
・
キ
リ
ス
ト
教
朗
。
封
建
酌
」
あ
る
い
は
「
カ
ト
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リ
ヅ
ク
・
ロ
ー
マ
法
・
私
有
財
産
舗
」
と
い
う
選
録
で
西
欧
を
攻
繋
す
る
が
、
こ

　
れ
は
、
ス
ラ
ブ
派
の
キ
レ
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
μ
ー
マ
数
会
・
ロ
ー
マ
文
化
・
暴
力

　
征
服
に
よ
っ
て
成
立
し
た
圏
家
」
と
い
う
嘗
葉
を
思
わ
せ
る
。

⑧
爆
罫
ヨ
℃
。
罫
ω
貯
蝕
。
q
・
ヨ
幻
Φ
g
ヨ
。
p
や
漣
9

⑨
悶
。
冨
鈎
舅
田
畠
韓
8
日
昌
Φ
巨
樹
日
」
⑩
触
。
巷
・
搭
ω
■

⑩
切
霞
8
瞬
翔
寓
望
狽
ρ
亀
や
屋
一
．
金
子
訳
『
過
虫
と
思
索
』
1
、
三
五
一

　
ペ
ー
ジ
。

⑪
彼
に
と
り
共
同
体
は
、
　
「
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
基
礎
」
で
あ
り
、
ス
ラ
ブ
派
の

　
い
う
よ
う
に
「
思
い
出
」
で
は
な
く
、
「
年
代
記
の
な
か
に
で
な
く
、
現
在
の
な

　
か
に
存
在
す
る
生
き
た
自
然
力
」
で
あ
る
。
6
僧
属
馨
ρ
O
還
．
置
ρ
金
子
訳
詞
削
，

　
掲
書
、
同
所
。

⑫
彼
に
と
り
共
問
体
は
手
段
で
あ
っ
た
、
と
マ
リ
ア
は
指
摘
し
て
い
る
（
冨
・

　
蜜
巴
5
0
や
。
一
叶
‘
℃
や
お
駆
1
お
伊
）
。

⑬
　
共
岡
体
を
通
し
て
社
会
主
義
の
実
現
を
説
く
と
き
、
　
懲
当
然
お
こ
っ
て
く
る
疑

　
問
の
一
つ
は
、
ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
発
展
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
を
通
過
す
る
か
、

　
そ
れ
と
も
全
く
胴
の
革
命
的
発
展
を
と
げ
ね
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
私

　
と
し
て
は
く
り
か
え
す
必
要
を
完
全
に
否
定
す
る
」
（
○
七
難
臼
蹄
鋒
鵠
》
麟
聞
o
o
臼
弟

　
担
這
讐
霜
や
拐
①
．
）
。

⑭
O
冨
。
・
霞
匿
口
冒
雷
。
馨
餐
。
田
鶏
図
畏
Φ
蹄
切
ぎ
8
屋
℃
日
●
メ
。
哲
．
b
。
①
。
。
璽

　
金
子
訳
『
ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
革
命
思
想
の
発
達
に
つ
い
て
賑
　
九
八
ペ
ー
ジ
。

⑮
8
三
戸
①
9

結

び

　
最
後
に
、
西
欧
の
空
想
的
社
会
主
義
思
想
と
対
比
し
な
が
ら
、
ゲ

ル
ツ
ェ
ン
の
空
想
的
社
会
主
義
思
想
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　
8
一
挙
に
全
人
類
の
救
済
を
め
ざ
す
普
遍
的
性
格
、
理
論
の
中
核

と
し
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
構
想
は
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ

に
は
西
欧
と
μ
シ
ア
と
の
社
会
的
背
景
の
相
違
が
反
映
し
て
お
り
、

ユ
ー
ト
ピ
ア
は
ロ
シ
ア
の
農
村
共
同
体
に
萌
芽
的
形
態
で
存
在
す
る
、

と
考
え
た
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
、
普
遍
的
、
抽
象
的
な
虜
由
や
人
問
の
尊

厳
性
と
い
う
価
値
か
ら
出
発
し
た
ま
ま
で
、
そ
れ
以
上
に
詳
し
い
プ

ラ
ン
を
練
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
彼
の
社
会
主
義
は
、
終
始
、
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
哲
学
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
⇔
理
論
の
内
容
を
み
る
と
、
経
済
的
教
義
で
は
な
く
、
道
徳
的
教

義
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
欧
の
空
想
的
社
会
主
義
は
、
理
想
実
現
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

必
然
性
を
確
認
す
る
歴
史
哲
学
を
備
え
て
い
た
の
に
た
い
し
、
進
歩
、

必
然
性
と
い
う
、
い
わ
ば
世
俗
化
し
た
宗
教
に
反
逆
し
て
可
能
性
の

歴
史
論
を
提
唱
し
た
と
こ
ろ
に
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
独
自
性
が
み
ら
れ

る
。　

飼
強
烈
な
現
状
批
判
の
意
識
、
資
本
主
義
社
会
下
で
の
人
間
の
ゆ

が
み
と
分
裂
へ
の
批
判
、
理
想
社
会
に
お
け
る
人
間
性
の
順
調
な
発

展
へ
の
志
向
は
共
通
し
て
い
る
。
「
し
か
し
、
現
状
、
と
く
に
資
本
主

義
の
機
構
分
析
の
弱
さ
は
否
め
な
い
。
と
り
わ
け
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
の
場

　
　
メ
シ
チ
ヤ
ソ
ス
ト
ヴ
オ

合
、
　
「
俗
物
」
と
い
う
言
葉
で
の
西
欧
資
本
主
義
社
会
の
批
判
は
、
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き
わ
め
て
表
面
的
、
感
覚
的
で
あ
る
。

　
㈱
　
目
に
述
べ
た
よ
う
な
限
界
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
顯
欧
の
空
想

的
社
会
主
義
者
は
、
資
本
主
義
の
生
産
力
に
つ
い
て
鋭
い
認
識
を
み

せ
た
。
他
方
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
に
お
い
て
は
、
資
本
主
義
の
生
産
力
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
て
の
認
識
、
そ
れ
を
理
想
社
会
で
生
か
す
意
図
は
欠
け
て
い
る
。

　
㈲
西
欧
の
空
想
約
社
会
主
義
者
が
見
出
せ
な
か
っ
た
変
革
の
主
体

を
、
ゲ
ル
ツ
ェ
ソ
は
農
畏
に
見
出
し
た
。
彼
の
思
想
が
、
　
「
労
働
者

階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く
、
　
「
人

民
に
よ
る
現
支
配
三
惑
の
解
体
の
あ
と
に
、
資
本
主
義
社
会
を
こ
え

た
理
想
社
会
を
構
想
す
る
」
と
い
う
意
味
で
社
会
主
義
思
想
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

①
8
0
¶
》
醐
湊
蔓
〆
門
ぎ
9
冨
一
酵
。
晒
菊
拐
。
・
5
お
①
滑
ぎ
回
レ
噛
や
軽
搭
佐

　
々
木
俊
次
・
行
田
良
雄
訳
『
ロ
シ
ヤ
思
想
史
脇
1
、
一
九
六
二
年
、
三
二
七
ペ
ー

　
ジ
。

②
サ
ン
・
シ
モ
ン
か
ら
コ
ン
ト
に
受
け
継
が
れ
た
「
三
、
段
階
説
偏
に
よ
る
人
問
社

　
会
進
歩
の
法
劉
が
典
型
で
あ
る
。

③
「
祉
会
主
義
と
そ
の
先
行
藩
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
経
済
制
度
と
保
証
制
」

　
（
田
霞
δ
Φ
繭
曙
窯
塁
曝
し
ρ
o
目
や
一
。
。
⊆
。
・
金
子
訳
『
過
去
と
思
索
臨
韮
、
＝

　
二
ぺ
；
ジ
）
　
「
工
業
、
資
本
、
機
械
、
強
化
さ
れ
た
生
産
性
の
巨
大
な
発
展
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
o
置
難
⑦
誕
《
国
品
泣
呂
が
ま
す
ま
す
退
鵬
な
イ
ギ
リ
ス
に
、

　
大
食
の
イ
ギ
リ
ス
が
ま
す
ま
す
飢
え
た
イ
ギ
リ
ス
に
な
っ
て
い
く
扁
　
（
日
9
竃
韓
①
▼

　
o
哲
■
鐸
ρ
金
子
訳
前
掲
書
、
三
七
一
ペ
ー
ジ
）
な
ど
の
認
識
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
彼
は
そ
こ
で
立
ち
止
ま
り
、
ロ
シ
ア
の
農
村
を
ふ
り
か
え
っ
た
。

④
松
田
道
雄
「
日
本
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
初
期
社
会
主
義
」
（
『
ヅ
ル
ジ
・
ワ
革
命
の

　
比
較
研
究
』
　
一
九
六
五
廊
†
、
　
悶
【
二
一
。
へ
…
ジ
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
泉
都
大
学
大
学
院
学
生
V
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Herzen’s　Theory　of　Russian　Socialism　with　Special

　　　　Reference　to　the　Process　of　its　Formation

　　　　　　　by

Hiroshi　Matsubara

　　In　the　Soviet　Union　Alexander　Herzen　has　been　regarded　almost

exclusively　as　a　Revolutionary　Democrat，　and　hardly　as　a　Utopian　So一

・clalist．　The　aim　of　this　paper　is　to　evaluate　him　as　a　Utopian　Sociallst－

a　character　which　is　revealed　in　his　theory　of　Russian　Socialism．　ln

my　opinioR　two　factors　contributed　to　the　formatien　of　this　theory．

Flrst，　the　dispute　between　the　Slavophiles　and　the　pro－Westerns　in

wkich　he　Svas　iRvolved．　Second，　the　failure　of　the　February　Revolu－

tion　he　witnessed　iB　France　during　his　exile　there．　These　factors　are

’to　be　traced　and　identified　ln　his　diary，　“　My　Past　and　Thogght”　（auto－

blography），　“From　the　Oeher　Shore”　and　“Letters　from　France　and

Italy．”

Vagrancy圭n　the　Nara奈． ﾇEra　and　Keiki－ke董cho京．畿汗1一帳

　　　　　　　　by

Yastttaka　Nagayaraa

　　The　argument　over　vagrancy　in　the　era　of　Nara奈良has　b鉾n　made

on　the　commentary　upo11魚gitives　in　K：elkl－ke圭cho：京畿計ii曝i，　with　the

premise　that　the　difference　of　its　commenting　forrn　corresponds　with

that　of　the　realities　of　vagrancy，　whlle　aspects　of　fugitives　in　Keiki－

kelcho　show　generally　those　in　the　Nara　era．　To　consider　carefully，

the　above　premise　is　not　altegether　an　authentic　one．　The　prescription

of　the　order　that　slx－year　fugitives　be　exempted　from　the　code　had　not

been　executed；what　is　more，　at　least　in　the　case　of　Cho調，　as　persons

with　remission　of　duties　were　made　to　be　those　with　duties，　so　persons

with　dluties　to　be　those　with　remission　of　duties，　which　is　theught　to

be　lnconiprehensibie　measures．

　　Future　examination　of　vagrancy　in　the　Nara　eya　needs　thorough　study

of　the　ckaracter　of　Keiki－kelcho　as　an　original　source．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（628）


